
終 章

総括的結論

第15期中央教育審議会第一次答申では､これからの子どもたちに ｢生きる力 ｣ を育むこ

との重要性を指摘するとともに､ ｢今日､子供たちは､直接体験が不足しているのが現状

であり､子供たちに生活体験や自然体験などの体験活動の機会を豊かにすることは極めて

重要な課題となっていると言わなければならない｡｣と述べ､自然の中での直接体験の重

要性を指摘している｡

本研究はこのような教育の現代的課題に鑑み､理科教育､特に生物領域の学習において

自然との直接的なふれ合いが知識 ･理解や科学的問題解決能力にどのような影響を及ぼし

ているかを実証的に検討し､中学校理科における科学的問題解決学習の構造化 ･モデル化

を行ったものである｡

各章立ては､第 Ⅰ章 ｢科学的問題解決能力の基盤としての原体験の意義｣､第Ⅲ章 ｢原

体験の場としての学校 ･家庭 ･地域とその連携 ･融合｣､第Ⅲ章 ｢身近な生物に関する知

識獲得に及ぼす原体験の影響に関する調査研究｣､第Ⅳ章 ｢科学的問題解決学習のモデル

化に関する研究｣､第Ⅴ章 ｢観察 ･実験技能指導法の問題点とその改善に関する実証的研

究｣ ､第Ⅵ章 ｢科学的問題解決能力の育成を目的とした学習に関する実証的研究｣ ､第Ⅶ

章 ｢科学的問題解決学習モデルの妥当性に関する実証的研究｣である｡以下､各章ごとに

概括的に結論を述べる｡

まず第 Ⅰ章では､直接体験及び原体験を概念規定した｡一般的に､ ｢直接体験｣は､

｢手などの身体を用いて事物や現象に直接触れる活動を通して意識化する体験｣のことと

捉えることができるが､本論文では､直接体験のうち､特に ｢生物やその他の自然物､あ

るいはそれらにより醸成される自然現象を触覚 ･喚覚 ･味覚をはじめとする五官 (感)を

用いて知覚したもので､その後の事物 ･現象の認識に影響を及ぼす体験｣を原体験とよび､

上述の直接経験とは区別して用いた｡

次に､原体験を科学的問題解決学習の基盤として位置づけた理由について述べる｡

情報化時代といわれる現在は実物を知らずに､知識だけが豊富になっている児童生徒が

多くなっていると思われる｡ヒトは外界の情報の85%以上を視覚と聴覚の2つの感覚から

得ているといわれており､視聴覚教育が重要視されてきたのは当然のことである｡しかし､

視聴覚教育が有効なのは､視聴覚教材の内容と直接体験とが結びつけられたときであり､

学習の基盤となる体験が乏しい児童生徒に対する視聴覚教育の偏重は考え直す必要がある｡

従来の教育では五官 (感)のうち､視覚と聴覚が強調される傾向にあった｡しかし､これ
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からの教育では､特に触覚 ･喚覚 ･味覚の3つの感覚の教育における重要性をみなおし､

積極的に学習に取り入れることが必要であると考えている｡触覚 ･喚覚 ･味覚をはじめと

する五官 (感)を通 して触れあう体験はいわゆる直接体験であるが､五官 (感)のどの感

覚に強くうったえる体験であるのかという視点でとらえることはなかった｡

五官 (感)のうち触覚 ･喚覚 ･味覚の3感覚は､物理 ･化学的な受容器であり､原生動

物でもこの受容能力をもっている｡ したがって､最も基本的な感覚であるといえる｡感覚

を系統発生的にみても触覚 ･喚覚 ･味覚の3感覚は､下等なものから高等動物までもって

いる｡これらの基本感覚を伴った知覚は一度の体験で長期記憶として残 りやすい｡

ヒトの触覚 ･喚覚 ･味覚など五官 (感)を通 して脳に入ってくる情報は､すべて海馬な

どの大脳辺縁系に入ると考えられている｡ヒトの脳は､脳の進化に応 じた階層構造をなし

ており､相互に関連 しあって意欲等を生じており､意欲にあふれる児童生徒の育成を行 う

ためには､動物的な大脳辺縁系も含めた全脳に対するバランスのとれた刺激を幼少期から

与えることが不可欠であると考えられる｡また､自然の事物や現象が好きになるような体

験を豊富にさせることもあわせて重要である｡

原体験は人間として生きる力を身につけさせることを目的とした根源的な体験であり､原

体験それ自体は教科教育的ではない｡原体験を教科の基盤とするためにはその教科の教育

的な視点で方向性を与え､知識と結びつけることが大切である｡また､理科教育において

先行経験ということばがよく用いられるが､触覚 ･喚覚 ･味覚などの五官 (感)を通した

体験が､より有効な先行経験となる｡今までは､知識を多くもつことを評価の対象として

きたが､実物を知らない抽象的な知識は生かすことが難 しい｡これからの理科教育では実

物に触れたり実験することも評価の対象とし､子どもの原体験が乏しければ意図的に学習

活動に取 り入れる必要があると考える｡

第Ⅱ章では､学校教育を中心とした家庭と地域の連携 ･融合を通して原体験等の体験の

場をどのように設定するかについて3つの例を上げて述べた｡最初に､宮崎県西米良村が

社会教育の中で原体験の場を設定し実践している例を述べた｡次に､市街地の幼稚園が家

庭と連携 して原体験の場を設けている事例を紹介した｡そして最後に､社会教育として位

置づけ実践した ｢'99青少年のための科学の祭典宮崎大会｣ (科学技術庁の委託事業)を例

に､学校以外での科学 (理科)学習の場の設定の意義及び祭典に参加 した教師に対するア

ンケー ト結果について述べた｡

特にく科学の祭典は､科学技術庁の委託事業として各県で実施 した後は､毎年自主開催

することになっており､ノンフォーマルな科学 (理科)教育として､今後ますます貴重な
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体験学習の場になるものと考えられる｡そして､学校 ･地域 ･社会が融合 ･連携して原体

験や科学に関する体験の場を設定し､子どもを参加させることにより､自然や科学に対す

る好奇心や興味 ･関心を高めることができ､これが生涯学習社会における理科教育の基盤

づくりになるものと考えられる｡

第Ⅲ章では､ ｢身近な生物に関する知識獲得に及ぼす原体験の影響に関する調査研究｣

について述べた｡この調査研究は､小学校 1年生～中学校3年生(5,324名)の子どもを対象

に､身近な生物 (24種類)について､

①身近な野生の生物をつかまえたりさわったりした体験 (原体験)の有無

②身近な野生の生物の名前を知っているか (知名度)

③身近な野生の生物の名前を生息地と関連づけて知っているか (理解度)

について､生物の生態写真や生息環境をカラー印刷 した質問紙を用いて行った｡

分析は､それぞれの生物について､学年や居住環境別 (農村地域と都市地域)､男女別

に行った｡また､生物名を知っている子どもと知らない子どもとで､生息環境との関連づ

けに違いがあるかどうかを検討 した｡さらに､原体験のある子どもとない子どもとで､生

物名の名前を知っている (知名度)ことやその生物を生息環境と関連づけて理解 している

(理解度)ことに差があるかどうかについて行った｡

本調査の結果明らかになった重要な事実は2つある､1つは生物の標準名を知っている

子どもは､知らない子どもに比べ､生物名を生息環境と関連づけて理解 している割合が有

意に高い傾向にあることである｡もう1つは､原体験のある子どもはない子どもに比べて､

生物名とその生息環境とを関連づけて理解している割合 (生物名の理解度)が有意に高い

ことである｡

第Ⅳ章では､科学的問題解決学習の構造化 ･モデル化について述べた｡筆者は､理科教

育の背景となる時代が変化しても､中学校理科における問題解決学習は､科学の方法であ

るプロセス ･スキルを用いる学習が基本になるべきであると考えている｡また､生徒の自

然離れの実態を踏まえると､従来は理科教育以前の問題として捉えられていた原体験を理

科教育の基盤として位置づける必要があると考えた｡

そこで､科学的問題解決学習の構造化 ･モデル化を次の手順で行った｡まず､科学的問

題解決能力の育成を目的とした体験の四角錐モデルの検討を行った｡｢体験の四角錐モデ

ル｣は体験の積み上げをイメージ化し､下から原体験 (レベル0)､基礎体験 (レベル 1)

自然探究活動 (レベル 2)､科学的問題解決活動 (レベル 3)の4段階に分けた｡ レベル
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0の原体験は､生物との五官 (感)を通 したふれ合いを通して､ヒトとして生きていく上

で不可欠な意欲や感性､直観等の育成や生物に対する興味 ･関心を高める段階である｡レ

ベル 1の基礎体験は科学 ･技術に対する興味 ･関心を高めたり科学的な探究の基盤 となる

知識や技能を習得する段階である｡レベル 2の自然探究活動は､教科書的な内容を取り上

げ､観察を行ったり､因果関係を独立変数と従属変数との関係として捉え､定量的なデー

タを収集 して考察したりする学習に重点を置く段階である｡また､観察 ･実験を通 して知

識や概念の形成に主たる目的を置く学習もここに含めるものとする｡科学的問題解決活動

(レベル 3)は､子ども自身が自然の事物 ･現象から問題を兄いだし､観察 ･実験の計画

を立案 し､自らが観察 ･実験を行いデータ収集を行ったり考察したりしてレポー トの作成

まで行 う段階である｡

次に､今までに開発されたり実践されてきた観察 ･実験およびその基盤になると考えら

れる原体験などの内容を､現行の小中学校の理科教科書や種々の実験書､自然物を素材と

した遊びの解説書等から科学的な態度を身につけたり科学の方法を習得 したりする上で重

要だと考えられる観察 ･実験等の内容を分類 し､観察 ･実験等の類型化を行った｡

さらに､水越敏行が提案している目標×方法のマ トリックスを検討 し､観察 ･実験の類

型のマ トリックス-の位置づけを行 うとともに､学習活動を ｢全面制御型学習｣､ ｢半発

見型学習｣､ ｢誘導発見型学習｣､ ｢一人立ちの発見型学習｣の4つに類型化した｡

そして最後に､四角錐モデルに指導目標×指導方法のマ トリックス及び観察 ･実験の類

型を位置づけ､科学的問題解決学習の構造化 ･モデル化を行った｡

第Ⅴ章では､生物を対象とした探究活動において重要な観察 ･実験技能である顕微鏡操

作技能指導法の問題点とその改善方法について述べた｡

一般的に顕微鏡換作指導を効果的に行 うことは難 しいとされていることから､顕微鏡操

作の指導上の問題点や生徒がおちいりやすい誤操作を授業を通 して抽出するとともに､そ

の評価法を検討 し､より効果的な指導法の検討を実証的に行った｡

1回目の授業は､1983年5月17日に､神戸市立友が丘中学校の1年生43名を対象に実施し

た.授業者は筆者 (教職経琴6年目)である.授業は､全生徒が顕微鏡操作の手順に慣れ

ることを目的とした｡

その結果､次のような指導上の問題点が明らかとなった｡

①生徒一人ひとりについて､視野が明るくなるように反射鏡を正 しく調節 しているかを

チェックすることは時間的に困難である｡

②生徒一人ひとりについて､プレパラー トの対象物を視野の中央にもってきているかど
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うかをチェックすることは困難である｡

③既製のプレパラー トを生徒に与えた場合､封入されている標本に多様性があり､一人

ひとりの生徒が対象物を正しく見ているかどうかを適切に評価することが困難である｡

このように､顕微鏡操作指導や評価について改善すべき点は明確になったが､これらの

点は今後の課題として､引き続き海産プランク トンを観察させる授業を行った｡

授業は､1983年 5月24日に､神戸市立友が丘中学校の1年生43名を対象に実施 した｡授

業者は筆者である｡

その結果､水プレパラー トを使っての観察で生徒が困難を感 じている事柄は､

①カバーガラスの下に入った小さな気泡をプランク トンと勘違いすること

②浮遊 しているゴミをプランク トンと勘違いすること

③カバーガラスの端を見て困惑すること

④ピン トを合わせた後､プレパラー トを動かしてプランク トンをさがすことができない

こと､等が明らかになった｡

上述 した2つの授業実践で種々の問題点が明らかになった｡その中で特に重要なことは､

顕微鏡操作を習熟させる初期の段階で､生徒が正 しく操作し対象物を正しく見ているのか

を適宜評価 し､フィー ドバックをかけ個別指導に当たることである｡ しかし､1人の教師

が40数名の生徒の顕微鏡をのぞいて対象物を見ることができたかどうかを評価することは､

限られた授業時間内では困難である｡

そこで､この間題を改善するために､文字情報を書き込んだフイルムを張り付けたプレ

パラー トを開発 した｡このフイルム封入プレパラー トを実際の授業で用い､生徒に充分使

いこなせるかどうかを検討 した｡その結果､ 1分以内に14名が､3分以内に30名がプレパラ

ー トに書き込まれた文字を読むことができた｡最終的には時間内に全員が読むことができ

た｡また､その間全員が非常に興味をもって学習に取り組み､教材としての有効性が確認

できた｡また､顕微鏡操作技能など探究活動に不可欠な基礎的な技能は､確実に習得が行

えるよう､生徒に主体性をもたせつつも教師主導の学習指導を行 うことが重要であること

が明らかになった｡

第Ⅵ章では､探究の過程を重視した科学的問題解決学習のパターン化について検討 した｡

従来､子どもたちが理科学習の中で自然の事物 ･現象を探究していく過程は､問題の把握､

仮説の設定､仮説の検証方法､仮説の検証､法則の発見というように､極めて単純化 した

パターンで示されていた｡これは､学校現場における実際の探究活動においては生徒の実

態にそぐわないこともあるのではないかと考えられた｡そこで､従来の探究の過程を構成
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する要素の検討を行 うとともに､生徒が主体的に科学的問題解決学習に取り組む学習を成

立させることを目的とした新 しい学習パターンを検討 した｡

従来の探究学習のパターンの問題点は､問題発見の前提となる部分が示されていなかっ

たことにあるものと思われた｡したがって､筆者は従来の学習パターンに興味 ･関心を高

めたり問題発見の場となる原体験 ･基礎体験を位置づけるべきであると考えた｡また､科

学の方法の習得を目的とした学習指導とともに､科学的な問題解決に必要な知識や方法を

自分で見つけるための調べ学習も､あわせて位置づける必要があると考えた｡

以上の視点を総合的にとらえ､ ｢原体験 ･基礎体験｣､ ｢科学の方法の習得｣及び ｢調

べ学習｣を従来の探究学習のパターンに位置づけ､新しい科学的問題解決学習の流れを提

案 した｡

次に､科学的問題解決能力育成を目的とした学習活動の類型の妥当性について検討 した｡

素材としてはタンポポを取り上げた｡その理由は､小学校低学年の段階から原体験の程度

や理解度が高い傾向にあり､子どもにとってなじみのある植物であると考えられたためで

ある｡

上述の観察 ･実験等の類型にもとづき､タンポポを素材とした観察 ･実験の類型化及び

その構造化を行い､その中のいくつかについて実践を行った｡

まず､全面制御型学習として ｢タンポポの小花数のヒス トグラム作成｣をとりあげ､そ

の妥当性を実証的に検討 した｡

授業は､1988年4月下旬～ 5月上旬にかけて神戸市立鷹取中学校の1年生の3学級を対

象に筆者が行った｡なお､鷹取中学校は､阪神高速道路に隣接した市街地に位置しており､

校区内には在来種のカンサイタンポポはほとんど分布 していないが､外来種のタンポポは

ふつうにみつかる｡

授業の目標は､タンポポの小花数の度数分布表､ヒス トグラムの作成をとおして､デー

タ処理の技法を習得させることとした｡授業では､カンサイタンポポ (神戸市西区で採

敬)の頭状花を1人に1本与え､その小花数を数えさせた｡配当時間は1時間であった｡

次の時間に､3学級分のデータを用いて度数分布表及びヒス トグラムを作成させた｡配当

時間は1時間であった｡

外来のタンポポについては､宿題として､自宅の周辺に生えているタンポポの小花数を

数えさせた｡

その結果､生徒は小花数の計数やヒス トグラムの作成に熱心に取り組んだ｡時間内に度数

分布表とヒス トグラムの両方を完成できなかった生徒は各クラス数名いたが､これらの生

徒については､自宅で作業させ提出させた｡最終的には全員が完成させることができたこ
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とから､指導目標はほぼ達成できたと考えられた｡

次に､この学習の発展として､外来タンポポの小花数の分布で2つのピークが認められ

る理由を探究的に考察させる過程は､教師の誘導による探究的な学習 (誘導発見型学習)

として扱 うことができるものと考えられた｡

そこで､1988年11月に神戸市立鷹取中学校の 1年生の3学級を対象にその妥当性を検討

するために授業を行った｡なお､授業は筆者が行った｡

授業の目標は､①外来タンポポの小花数のヒス トグラムの特徴から､2種類のタンポポ

の存在が推定できること､② 2種類のタンポポが存在するという仮説を実証する方法を計

画できることとした｡

本時を実施 したのは､春の一連の授業から時間的に隔たりのある11月であった｡そこで､

これまでの学習の経過を説明することから授業に入った｡まず､スライ ドを用いて在来種

のカンサイタンポポの総ほうがそり返っていないことを思い出させるとともに小花数のヒ

ス トグラムが正規分布になっていたことを生徒が手作業で描いた図を OHPに投影 して説明

した｡次に､学校の周 りに生えている外来タンポポとカンサイタンポポのスライ ドを2台

のスライ ドプロジェクターを用いて対比させて見せ､タンポポには在来種と外来種の2種

類あったことを思い出させた｡外来種の小花数は正規分布にならないで､2つのピークの

あることに気づかせた後､この違いをどう解釈 したらよいかを班ごとに相談させた｡その

結果､外来種には2種類あるのではないかという答えを生徒から得ることができた｡

その後､すでに入力してあるアカミタンポポとセイヨウタンポポの種子の数のデータを

用い､ヒス トグラムを作成させた｡それぞれの種のモー ドが外来タンポポの2つのピーク

と一致することを OHPで示し､仮説が正しかったことを説明した｡

以上のように､タンポポは､データ処理や探究の過程など科学の方法を教えたりする上

でも適 した素材であり､まず ｢全面制御型学習｣として実施 し､次第に ｢誘導発見型学

習｣-と発展させることが可能であることを明らかにした｡

次に､タンポポを素材とした理科学習の内容の中から､ ｢タンポポとノゲシの形態的特

徴の観察｣を取り上げ､ ｢半発見型学習｣として実践を行い､指導上の問題点やその改善

に関する検討を行った｡

授業は､1988年 5月上旬に､神戸市立鷹取中学校の1年生の1クラス(36名)を対象に行

った｡なお､本実践を含む一連の授業は､筆者が行った｡

授業の目標は､タンポポとノゲシの形態の相違点と類似点を観察､記述することにより､

植物を観察する際にはその視点や各部の名称を正しく理解 しておくことが大切であること

を理解させることとした｡
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授業では生徒にタンポポ (セイヨウタンポポ)とノゲシを各 1本ずつ配布 し観察させた｡

観察にあたっては､課題として ｢タンポポとノゲシの体のつくりのよく似ている点と違

う点を調べてまとめてみよう｣を与え白紙に自由記述させた｡

その結果､タンポポとノゲシの花のつくりの共通点として､舌状花､雄しべ､雌 しべ､

がくをもっていることを記述できたのは､わずか19.4%であった｡正しく記述できる生徒

の割合が低いということは､花の概念があいまいであることを示しており､指導上の問題

があったものと考えられる｡

つまり､本実践で取り上げたような基本的な内容の学習において､ ｢一人立ちの発見型

学習｣は適切ではなく､教師の適切な指導のもとで ｢半発見型学習｣として進めることが

重要であることが明らかになった｡

半発見型学習としては､さらに ｢花のつくりの規則性｣を取り上げ､学習のまとめの段

階で､一般化された法則や規則性を生徒に気づかせることにより､指導効果が上がるかど

うかについて､実証的に検討した｡

授業は実験群と統制群を設定して行った｡学習のある段階で､実験群では種々の花の観

察の後､生徒が ｢花のつくりの基本的な法則｣に気づき､花のつくりの一般化が行えるよ

うにした｡一方､対照群では種々の花のつくりを観察させるだけに留めた｡

その後､両群にテッポウユリの花を生徒一人に一本ずつ渡し､調査用紙の図に おしべ､

めしべ､花びら (花弁)､がく片の名称を記入させた｡

その結果､テッポウユリとシャガの両方において､花のつくり (めしべ､おしべ､花弁､

がく片)を正しく指摘できた人数は､実験群が統制群を有意 (pく.01)に上回っていた｡

以上のように､ ｢花のつくりの規則性｣の学習も､ ｢半発見型学習｣として観察結果を

ふまえて一般化したり､観察を通して生徒が法則性や規則性に気づくような指導の必要性

が明らかになった｡

次に､外来タンポポ (セイヨウタンポポ)と在来タンポポ (カンサイタンポポ)の発芽

習性に関する学習を中学生を対象に ｢誘導発見型学習｣として実践することが妥当かどう

かを実証的に検討した｡

タンポポの生育と環境との関わりのなかで､在来種と外来種の発芽習性の違いは教材化

の視点からみて興味深い｡すなわち､外来種は日光､水分､酸素があれば1- 2週間で発

芽するのに対し､在来タンポポは夏を経た後､秋にいっせいに発芽する｡これらの習性は､

それぞれの原産地の気曝風土に適応しており､この視点で授業を構成すれば､環境と植物

とのかかわりをより深く理解させる探究学習になるものと考えた｡

そこで､質問紙を用いた調査を行い､授業として実施可能かどうかを検討した｡調査は､
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1992年12月宮崎大学附属中学校2年生の4学級 (154名)を対象に実施した｡

調査ではワークシー ト形式の調査用紙を用いた｡これは､在来タンポポ (カンサイタン

ポポ)と外来タンポポ (セイヨウタンポポ)の発芽率及び最高気温 ･最低気温の変化を示

すグラフ及び各タンポポの生態写真 (カラー)と一般的な説明文を添付したものである｡

なお､土地利用状況とタンポポの分布との関連に関する資料は､神戸市立教育研究所の調

査結果を利用した｡配当時間は30分である｡

調査内容は次の4点､①セイヨウタンポポとカンサイタンポポの発芽習性の特徴をグラ

フから読み取れるか､②実験内容及びその結果からタンポポの光発芽性について指摘でき

るか､③カラー写真で示された神戸市の土地利用状況とセイヨウタンポポ及びカンサイタン

ポポの分布の特徴を資料から読み取れるか､④セイヨウタンポポとカンサイタンポポの分

布の特徴を各タンポポの発芽習性で説明できるかで､以上の内容について､自由記述させ

た｡

その結果､1つめの観点である ｢セイヨウタンポポの方が発芽率が高い｣ことを指摘でき

た生徒は57.1%､2つめの観点である ｢カンサイタンポポの発芽はセイヨウタンポポに比

べ日数がかかる｣ことを指摘できた生徒は90.3%､3つめの観点である ｢カンサイタンポ

ポの発芽は最低気温が20℃を下回る頃 (秋という表現を含む)に始まる｣ことを指摘でき

た生徒は､10.4%であった｡また､上記の3つの観点をすべて指摘できた生徒は､7.1% で

あった｡ 2つめの光発芽性について指摘できた生徒の割合は､40.9%であった｡ 3つめの､

土地利用状況とセイヨウタンポポ及びカンサイタンポポの分布の関係について資料から読

み取り､ ｢セイヨウタンポポは都市 ･住宅地に多く､カンサイタンポポは田畑のある田園

地域に多く分布 していること｣を指摘できた生徒は､78.6%であった｡

4つめの､セイヨウタンポポとカンサイタンポポの分布の特徴を各タンポポの発芽習性

で説明できるかという観点について､ ｢セイヨウタンポポは数日で発芽するため､都市 ･

住宅地に根をおろしやすい｣ ことを指摘できた生徒の割合は､8.4%であった.一方､ ｢カ

ンサイタンポポは春から夏にかけては発芽しないで秋になって発芽することから､夏草が

繁る土手や田畑の畦の自然に適応している｣ことを指摘できた生徒はいなかった｡

以上のように､セイヨウタンポポとカンサイタンポポの分布状況を発芽習性から考察さ

せる探究学習は､中学2年生にとって困難な課題ではなく､系統的な授業や実験､補助的

な映像教材等の使用で実践可能であると考えられる｡このような学習の効果を高めるには､

教師がある程度誘導しながらも､生徒にとっては自ら気づいたり発見したりする実感がも

てるような ｢誘導発見型学習｣が適していると考えられる｡

次に､タンポポを素材とした自由度の高い ｢一人立ちの発見型学習｣の実践を通して､
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①生徒の対象物に対する興味 ･関心を高める上での原体験 ･基礎体験の効果､主体的な問

題解決における調べ学習や教師の助言の効果､②生徒の科学的問題解決能力の実態を明ら

かにし､教育の現代的課題である問題解決能力の育成を目的とした理科教育のあり方を検

討 した｡

授業は､1997年 5月から1997年11月までの毎月第 1及び第3土曜日 (4単位時間)に実施

した｡総配当時間は40時間である｡

授業は､宮崎大学教育学部附属中学校の選択授業の受講者20名 (1年生6名､3年生14

名)を対象に行った｡なお､受講生は基本的には､本人の希望で履修 していることから､

発展的な ｢一人立ちの発見型学習｣にふさわしいクラスと考えられる｡

授業の内容及び方法は以下の通りである｡

5-6月はタンポポに対する興味 ･関心を高めることを目的として ｢タンポポさがし｣､

｢タンポポの葉のテンプラ｣､ ｢タンポポコーヒー｣等の原体験を伴 う活動を一斉授業の

形態で実施 した｡ 6- 7月にかけては､生物領域における科学的な探究方法の基礎を習得

することを目的として､ルーペ､双眼実体顕微鏡､光学顕微鏡等を用いた生物の体のつく

りの調べ方､葉の面積の求め方等を一斉授業の形態で実施 した｡ 9月からは生徒に問題を

設定させ､科学的問題解決学習に取り組ませた｡学習活動は同学年で班を編成 し行った｡

班の数は7つである｡報告書の作成は11月に行った｡

その結果､約半年間にわたる科学的問題解決学習を振 り返り､どの程度熱中して取 り組

んだかという問いに対して､ ｢とても熱中できた｣もしくは ｢どちらかといえば熱中でき

た｣と答えた生徒の割合は47.4%､ ｢どちらともいえない｣と答えた生徒の割合は42.1%､

｢どちらかといえば熱中できなかった｣と答えた生徒の割合は10.5%であった｡ ｢まった

く熱中できなかった｣と答えた生徒はいなかった｡

｢野外観察やタンポポコーヒーでタンポポに関する興味 ･関心が高まったか｣という質

問に対して､ ｢とても興味がわいた｣もしくは ｢少し興味がわいた｣と答えた生徒の割合

は63.2%であった｡ ｢どちらともいえない｣と答えた割合は31.6%､ ｢あまり興味がわか

なかった｣と答えた割合は5.2%であった｡

｢実験や観察の進め方について本で調べたか｣ という問いに対 して ｢少 し調べた｣もし

くは ｢よく調べた｣と答えた生徒の割合は､63.2%であった｡ 探究活動を進める際 ｢観

察 ･実験の進め方について先生からの助言が有効であったか｣ という問いに対 して ｢やや

有効｣もしくは ｢とても有効｣と答えた生徒の割合は78･9%であった｡

これらの結果から､野外活動やタンポポコーヒーを飲む等の原体験 ･基礎体験を通して

タンポポに対する興味 ･関心が高まる傾向が認められた｡また､生徒が問題を設定したり
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解決方法を考えたり､あるいは長期にわたって生徒が主体的に問題解決学習に取り組み続

けたりする上で教師の指導 ･助言が重要であることが改めて明らかになった｡さらに､教

師の助言とともに図書を利用した生徒の割合も高く､CD-ROM､インターネット等の効果的

な活用が生徒の主体的な科学的問題解決学習を促進するものと考えられた｡

また､レポー トの分析結果から生徒は､①研究題目を適切に表現すること､②仮説を立

てること､③立てた仮説を確認あるいは否認できる実験計画 (対照実験､実験回数等)を

立てること､④測定や記録をていねいにつけること､⑤グラフや表を用いて表現すること､

⑥観察 ･実験の結果に基づいて分析 ･考察を論理的に行 うこと等に困難を感じている傾向

のあることが明らかとなった｡

本実践は ｢一人立ちの発見型学習｣として実践したが､上述の結果は問題発見から観察

･実験の計画立案､観察 ･実験の実施､レポー ト作成等のあらゆる段階で教師の指導 ･援

助が必要であることを示すものである｡本実践を行った中学校では､特に問題解決能力の

育成に重点を置いた実践を行っているわけではないが､教育の現代的課題である問題解決

能力を育成するためには､日常的な授業において科学的問題解決能力の基礎となる知識や

技能を確実に習得させるよう指導法の改善 ･工夫が必要なことがあらためて示された｡

以上のように本章では､タンポポを素材とした観察 ･実験の類型化とその構造化を行っ

た｡そして､タイプ分けした4つの授業方略の妥当性について､タンポポを教材とした授

業実践を通して検討した｡その結果､｢タンポポの′J､花数のヒス トグラム作成｣の学習は､

｢全面制御型学習｣として､ ｢植物の体のつくり｣と｢花のつくりの規則性｣の学習は､

｢半発見型学習｣として､ ｢外来及び在来タンポポの分布状況と発芽習性｣の学習は､

｢誘導発見型学習｣として実施することが妥当であるとの結論を得た｡しかし､ ｢一人立

ちの発見型学習｣としての ｢タンポポをテーマとした課題研究｣には､問題が残された｡

第Ⅶ章では､生徒の科学的問題解決能力の評価を行 うとともに､その能力に影響を及ぼ

すと考えられる原体験､知識 ･理解､プロセス ･スキル､観察 ･実験技能に関する調査を

行い､これらの要素が問題解決能力に及ぼす影響について実証的に検討した｡これは､

｢タンポポの課題研究｣については､必ずしも満足のいく学習成果が得られなかったこと

から､それが何に起因するのかを検討しておく必要があると考えたからである｡

実践の対象は､1998年5月から10月にかけて､宮崎大学教育学部附属中学校3年生の選択

理科の受講者28名 (男子10名､女子 18名)である｡

生徒には､問題及び仮説の設定､問題解決の方法､データ収集及び整理､考察､レポー

ト作成を自分の力で行 うよう指導し､ ｢一人立ちの発見型学習｣として個人で取り組ませ
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た｡実践は選択理科として､総配当時間は18時間で実施した｡

教師が介入したのは主として､問題及び仮説の設定､問題解決の方法の検討段階である｡

助言は生徒が自分で考えた方法で科学的な問題解決が可能かどうかを振 り返らせるために

行った｡

科学的問題解決能力は所定の観点で評価したレポー トの得点とした0

次に､科学的問題解決能力に影響を及ぼすと考えられる次の4つの要因､①プロセス ･

スキル､②知識 ･理解､③観察 ･実験技能､④原体験 ･基礎体験について調査を行った｡

調査は1998年 7月に､宮崎大学教育学部附属中学校 3年生の選択理科の受講者28名 (男

子10名､女子18名)を対象に実施した｡

①のプロセス ･スキルは､KarenL.Ostlundが作成 した問題を参考に､質問紙による測

定が可能な7項目 (量的見積もり､モデル作成､データ解釈､グラフ作成､仮説の設定､

変数の制御､操作的定義)を取り上げた｡定量化は各項目について､所定の観点に基づい

て点数化し､その合計点をプロセス ･スキルの得点とした｡

②の知識 ･理解については､2年用理科標準学力検査 (教研式 図書文化)で測定した｡

なお､学力検査の内容のうち､プロセス ･スキルに関わる得点は合計点から差し引き､

その点数を知識 ･理解の得点とした｡

③の観察 ･実験技能については､課題として ｢ミョウバンを再結晶させ､顕微鏡でその

結晶を検鏡しスケッチする｣作業を課 した｡

各生徒の活動のようすは､各実験台の前に固定した8ミリビデオカメラで録画した｡

8ミリビデオに収録 した生徒の作業を所定の観点で得点化した｡

④の原体験 ･基礎体験については､21項目からなる質問紙を用いて調査した｡質問項目は

調査対象者が幼児期から現在までの間に体験したと思われる ｢科学工作｣､ ｢飼育｣､

｢採集｣､ ｢その他の遊び｣のカテゴリーで構成し､ ｢よくした｣､ ｢少しした｣､ ｢ぜ

んぜんしなかった｣の3段階で回答させた｡

分析にあたっては､生徒が科学的に問題解決を行 う上で不可欠と考えられる4つの要因､

①観察 ･実験技能､②プロセス ･スキル､③知識 ･理解､④原体験 ･基礎体験､について

相互の相関係数を求めた｡

その結果､プロセス ･スキルと観察 ･実験技能との間の相関係数は0.60､プロセス ･ス

キルと知識 ･理解との間の相関係数は0.56となり､それぞれの要因の間には正の相関が認

められた｡観察 ･実験技能と知識 ･理解との間の相関係数は0.28と弱いものの正の相関が

認められた｡次に､これらの能力の基盤と考えられる原体験 ･基礎体験との間の相関係数

を求めたところ､原体験 ･基礎体験と観察 ･実験技能との間の相関係数は0.37､原体験 ･
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基礎体験とプロセス ･スキルとの間の相関係数は0.49で､それぞれ正の相関が認められた｡

原体験 ･基礎体験と知識 ･理解との間の相関係数は0.26で､弱い正の相関が認められた｡

以上の各章ごとに論じた結論は､幼少期からの自然体験､とりわけ原体験が基本となっ

て学習が成立することを明らかにしたものである｡個々に明らかにした事実は以下のよう

である｡

1.神戸市の小中学生は､男子は動物､女子は植物を中心に比較的豊富な原体験をもって

いることを明らかにした｡

2.神戸市の小中学生は､タンポポ､アゲハなどは居住環境､男女別に関わりなくほぼ70

%前後が高い理解度 (生物名と生息地とを関連づけて理解している)を示 し､児童 ･生

徒にとって身近な生物であることを明らかにした｡

3.原体験をもつ群ともたない群について身近な生物の理解度を比較すると､原体験をも

つ群がもたない群の理解度を有意に上回っており､生物の名称とその生息環境を関連づ

けて理解する上で､原体験が重要であることを明らかにした｡

4.理科教員は科学の祭典を学校教育とは独立させた､原体験をはじめとするさまざまな

科学に対する体験を拡大する場として高く評価していることを明らかにした｡

5.観察 ･実験およびその基盤となる体験の内容は､ ｢感動 ･体験型｣､ ｢科学の方法及

び内容習得型｣､ ｢探究 ･問題解決型｣､ ｢領域総合化型｣の4つに類型化できること

を明らかにした｡

6.水越敏行の目標×方法のマ トリックスをもとに､理科の指導法を ｢全面制御型学習｣､

｢半発見型学習｣､ ｢誘導発見型学習｣､ ｢一人立ちの発見型学習｣の4つに類型化し

た｡

7.原体験を基盤とする科学的問題解決能力の育成に関わる体験の四角錐モデルに､水越

敏行の目標×方法のマ トリックスを位置づけるとともに､観察 ･実験等の類型及び小類

型を配し､科学的問題解決学習のモデルを開発 した｡

8.顕微鏡誤操作の抽出を行った｡そして､これらの知見にもとづき､顕微鏡換作技能を

確実に習熟させるための評価のあり方や顕微鏡操作指導法改善を目的とした教具の開発

を行い､その有効性を明らかにした｡

9.従来の直線的な探究学習をベースに ｢原体験 ･基礎体験｣､ ｢科学の方法の習得｣及

び ｢調べ学習｣を付加 して､探究過程における子どもの試行錯誤を取り入れた科学的問

題解決学習のパターンを開発 した｡

10.観察 ･実験の類型および科学の方法の類型に､タンポポを素材とした観察 ･実験の内
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容を位置づけた｡

ll.｢タンポポの小花数のヒス トグラム作成｣の学習を ｢全面制御型学習｣として､｢花のつ

くりの規則性｣の学習は ｢半発見型学習｣として､ ｢外来及び在来タンポポの分布状況と

発芽習性｣の学習は ｢誘導発見型学習｣として位置づけ､それぞれについて実践を行い､

それぞれの学習類型の妥当性を明らかにした｡

12.タンポポを素材とした ｢一人立ちの発見型学習｣の実践を行った結果､問題発見から

観察 ･実験の計画立案､観察 ･実験の実施､レポー ト作成等のあらゆる段階で教師の指

導 ･援助が必須であることを明らかにした｡

13.科学的問題解決学習のパターンの構成要因である原体験とプロセス ･スキル､観察 ･

実験技能､知識理解等との間に､弱いながらも正の相関が認められ､筆者が提案 してき

た､原体験 ･基礎体験が科学的問題解決能力の基盤であることを明らかにすることがで

きた｡

14.科学的問題解決学習は生徒の主体性にまかせ､自由度の高い学習を保障すべきである

が､そのためには日常的な理科授業の中での基礎 ･基本の徹底が重要であるし､また家

庭や地域での自然体験や科学体験など ｢原体験 ･基礎体験｣に関わる活動を幼少期から

保障することが､科学的問題解決能力を育成する上で重要であることを明らかにした｡
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1.身近な動植物とのふれ合いの割合
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表 1 身近な動植物について本で調べた者の居住環境別割合 (男子) (数 字 は % )校種 小 学 校 中 学 校

学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5年 6年 1年 2 年 3 年

I居 住 環 境 tia 響 費.l鷲 薦 鷲 蕎 響 蕎 響 薫 響 寿 響l 薫 響 寿 .響
人 数 106 65 116 128 146 93 124l125 136 140 139 170 137 268 127 286 133ll263

! iア ド 才一 63 63 70!76 73 58 74 77 65 65 66;59 54 62 57 47 55 56

iI辛IT! 動狗IIiI シ才力ラトンホヾ i72 58 73l63 69 51 69 64 65 57 47 52 44 51 45 44 47!49

Lu カ'1 ニ .68i57 64 66 58 52 59 50 56 44 42 42 26 41 24 35 36 38!
トノサマカナエル ;71 69 72 74 67 58 65162 63 56 58 57 42l51 39 43 41 46!
アメ7)カサナ!)カt'ニ 84 74 78 84 84i69 73 77 73 61 63 63 45 60 50 53 47 55
ミ ン ミ ンセヾ ミ ‡89;75 79i80 80 65 73 81 72 64 62 65 50 58 50 51 54 50
ミヤマクワカヾ タ 83j85■79 85 86 70 77 85 76 68 73 72 65 66 64 62 61i64
キ T) キ't T) ス f59 66 66 71 63 52 60 62 56 54 47 48 28 41 31 38 39号39
ア サ リ …41 32 56 37 38 22 40 33 37 37 25 26 17 25 22 21 25 24
ム ラ サ キ ウニ 47 48 47 46 31 25 32 38 29 31 29 32 19 27 18 22 20!24

iカ メ ノ ア 32 31 23 22 17 15 17 21 22 20 12 13 7 15 9 14 12 13
フ ナ ム ソ 24131 20 17 16 19 19 30 20 20 15 22 7 17 14!18 17lI22

一IIl植Ii%i !レ ン ケヾ 45 26 45123 30116 37 15 30 ll 27 6 14 6 14; 6 22 6

Fク ロ ー /ド !42 23 40132 30!19 35 18 32 16 20 ll 13 9 13I 6 22 10
`カラスノエンド ウ 25 26 24i15 23 10 15 18 15 12 14 ll 14 5 12 5 13⊇ 4

タ ン ホ○ ホ○ 68 58 66!67 56 42 61158 52 46 51 38 45 38 33 40 41l34
オオイヌノフグヾ リ 30!28 23 16 15 14 19 10 18 9 14 5 7 4 9 6 13 4i
オ オ ′ド コ 28 25 26 12 15 ll 12 10 16 13 9 6 4 7 9 9 9 9
ヒ 力. ン 71ナナ 37i23 38 23 28119 31 36 33 22 20 13 15 15 19 9 19 1~す1
セイタカアワダチソウ S38 26 37 23 23 17 17 26 28 13 12 ll lュi13 13 8 16 10
ツ ′了 キ 30 29 34 33 18 13 23 29 22 15 14- 18 9 12 14!16 14 14
シ タや i27i23 23 19 21 17 15 21 19l12 19 25 29Z31 33 26 29 29

liヒ シ 12 14 20 9 14 8 13 8 16 8 5 6 4 4 7 3 5 4



表 2 身近な動植物について本で調べ た者の居住環境別割合 (女子 ) (数 字 は % )
鞍 種 t 小 学 校 中 学 校l学 年 l1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 1年 2 年 3 年

居 住 環 境 S 響 S 鷲 費 鷲 S 響 # 鷲 寿 響 S 響 寿 鷲 帝 響
人 数 110167 126 112 143 123 88 136 122 140 149 169 140 280 126 297 148E146

動物 ア ケ十 八 57 54 64 65 63 44 64 66 58 56 59 53 51 55 51 51 46 51

シ才力ラトンホ■ 57 60 55 52 57 37 63 45 48 42 41 38 34 34 28 27 26 28
サ ワ カヾ ニ 47 51 48 40 41 25 40 31 34 31 22 18 19 24 14 20 20 21
トノサマカナエル l53 45 49 54 52 36 45 41 43 37 32 25 21 28 25 26 22 27
アメリカサJT)カ'Iこ 63 57 72 68 61 50 53 47 48 43 34 36 31Z46 29 35 33 36
ミ ン ミ ンセ̀-ミ .60 69 62 63 62 53 63 57 56 50 53 39 34 38 38 38 39 31
ミヤ7クワカナダ 57 66 60162 63 57 65 55 57 43 50 46 34 40 29 37 32 41
キ 7) キ1t T) ス 45 40 52 57 43 28 36 39 32 26 21 26 17126 21 22 16 18l

lア サ リ 36 30 40 29 24 16 28 18 27 24 13 14 15 13 9 15 14 ll
ム ラ サ キ ウニ 31 30 34 29 22 20 20 15 12 20 10 15 12 8 6 ll ll 7
カ メ ノ テ i20 21 16 9 12 9 ll 8 16 7 6 5 4 3 7 5 5 5
フ ナ ム ソ 17 9 13 10 6 7 3 8 7 7 2 7 5l 3 3 4 4l 3

穏!物 レ ン ケヾ 55 39 53 34 38 26 44 21 46 19 22 15 30114 15 13 24 ll

ク ロ ー JI.1i49 45 44 38 39 28 43 24 28 25 30 25 28 20 17 15 22i16
カラスノエンド ウ 33 24 37 22 29 14 24 10 22 18 21 17 25 12 ll 8 ll 9l
タ ン ホ○ ホ○ 60169 57 68 50 51 57 49 55 44 36 42 51 42 30 40 37 36
オオイヌノブクやTj 37 13 32 23 22 16 30 9 30 16 25 13 26 9 13 8 18 5
オ オ 八1t コ 27 25 25 14 17 6 9 9 ll 9 14 9 ll 6 7 7 9邑 8I
ヒ カ. ン ハナナ 40 34 44 26 34 30 34 30 34 27 28 25 22 19 14 18 18 15

.セイタカアワタチソウ 36125 29 23 22 17 14 17 19 10 13 17 12 12 4111 8 8
ツ ハヾ キ 431 39 33 36 29 28 31 26 31 25 17 28 17 23 14i27 23 19
シ タt1i27i27 23 19 21 15 19 10 14 13 15 17 37 29 25 26 24E26
ヒ ソ 12 10 ll 4 9 3 9 4 5 2 3 3 6 3 2 3 3… 3



表 3 身近な動植物をつかまえたりさわったりした者の居住環境別割令 (男子) (数 字 は % )校種 小 学 校 中 学 校

学̀ 年 1年 2年 3 年 4 年 5年 6 年 1年 2 年 3 年! 居 住 環 境 針J鷲 寿 雫 寿 響 寿 鷲 寿 鷲 寿 響 葬 常 寿i常 寿 響
i 人 数 ど106 65 116 128 146 93 124 125 136 140 139 170 137 268 127 286 133 263
L iア ド ,.l i78壬57 89 63 90 70 91 91 90 90 93 89 98 92 91 93 95 90

I!l動(% シオカラトンホ､､ 80 77 73王77 94 85 94 93 97 94 95 94 99 95 94 94 97 93

トー盲雪 力.. こ 70 74 87i84 81 81 91 87 93 94 89 91 92l95 93 93 98 93
トノサマ力'､ユル ;73[63 83 73 88i75 88 78 90 86 89 85 93JI85 89 88 91 84
アメリカサヾ リ力ヾ こ 86 74 97 86 98 77 98 94 99 93 96 91 100;94 93 95 97 95i
ミ ン ミ ンセ～ミ 91i89 94 84 92 84 97 92 97 94 94 93 99 96 94 93 95 91

Jミヤマクワカナダ ;78 75 88 77 90 77 94 89 95 89 95 92 96!94 91 93 95 93
キ リ キ't 1) ス 75 74 84 74 85 69 86 82 90 80 87 85 92 81 80 80 88 80
ア サ リ 70 65 77 73 83 82 89 86 88 91 86 88 96 93 88 92 91 91
ム ラ サ キ ウニ 27 18 28 23 18 19 26 38 22 28 25 34 30 31 24 33 29 33
カ メ ノ テ 25 35 34 22 29 31 40 46 45 47 29 46 36 43 45 50 46 48
フ ナ ム シ 22 22 28 17 316 33 26 34 29 36 46 40 44 44 44 41 36 48

!レ ン ケヾ 76 31 79 24 78 34 88 34 79 31 85 26 93 24 86 27 83i24

‡!*狗I ク ロ ー ～ド ‡86 37 85 45 75 49 95 56 91 54 94 59 99 53 88 49 94 49

lカラスノエンド ウ i45 22 49 23 58 25 69 29 64 28 83 35 86 28 76 26 80 27
タ ン ホ○ ホ○ 90 78 96 90 99 86 100 94 97 89 99 89 100 86 98 87 98i91

iオオイヌノフグ.､リ i53l42 47 30 55 31 72 32 63 29 53 27 70 27 66 26 55 25
オ オ )lL'' コ 45 28 53 21 60 19 70l36 62 40 68 38 76王41 72 44 75 38i
ヒ カ÷ ン ′了 ナ 763 15 72 25 74 39 69138 80 45 84 39 83 39 72 31 82 33
セイタカアワタチt]ウ 60 31 71 27 75 39 78 50 77 36 82 44 87 45 76 43 82 41

1ツ 71'1 キ ト40 43 42 38 40 45 58 61 57 53 63-49 68i53 65 53 63 54
シ タや 王42 31 55 32 66 44 65 59 68 59 76 73 921l74 86 67 89 67
ヒ シ 15 6 36 8 31 12 30 20 27 13 31 12 38 13 49 15 35 16



表 4 身近な動植物をつかまえたりさわつたりした者の居住環境別割合 (女子) (数 字 は % )
校 種 小 学 校 中 学 校
学 年 1年 2年 3年 4 年 5年 6 年 1 年 2年 3 年

居 住 環 境 一S 響 欝 鷲 費 驚 S 響 S 鷲 希■響 町 響 a 響 寿 鷲
人 数 日 10 67 126 112 143 123 88 136 122 140 149 169 140 280 126 297 148 146

動物I ア ケ十 八 I65 49 71 46 78 50 83 83 85 69 83 67 83 75 87 74 77 78

シオ力ラトンホヾ 80 54 81 63 86 64 86 79 89 77 92 76 94 1l81 91 80 93 82
サ ワ カ+ ニ 55 51 69 63 75 66 70 79 74 72 72 76 86 82 81 80 84 76

トノサマ力ヾ エル 46 40 41 42 52 46 40 51 53 38 46 41 56 52 44 46 47 51

アメ')カサ11.)が､ニ i57 52 84 79 80 59 72 75 86 66 77 67 89 79 85 lf71 80 73
ミ ン ミ ンセナミ 171 67 74 71 85 67 77 84 80 78 85 73 86 75 90 69 82 71
ミヤマクワ力'1タ 55 57 60 54 69 54 59 65 70 51 66 62 74 67 74 64 75 69

トキ ワ キヾ リ ス 57 48 60 56 71 36 59 60 69 52 62 50 70 56 64 55 58 45

‡ア サ リ 72 49 73 70 80 73 77 86 75 84 84 88 95 94 86 96 88 89
ム ラ サ キ ウニi13 7 13 12 6 8 8 17 13 14 13 22 15 16 10 13 16 18
カ メ ノ テ 16 7 13 13 10 24 ll 29 22 26 18 28 25 124 26 31 20 23
フ ナ ム ノ 8118 12 6 ･9 ll 13 17 7 7 13 14 16 24 10 31 12 23

iIIー植物 レ ン U Jr85 43 93 39 99 49 95 49 100 49 96 50 97 53 97 57 96 57

ク ロ ー ハ ヾ 92 75 99 79 97 79 97 81 100 84 100 88 99 87 98 81 97 86 I

カラスノエンド ウ 57 42 79 38 83 48 93 47 93 56 93 64 97 53 94 53 90 55
タ ン ホ○ ホ○ 95 90 100 96 98 95 100 98 100 96 99 96 99 97 99 97 99 98

オオイヌノフグ.リ 星71 55 71 45 83 42 86 55 89 51 91 59 96 58 90 49 89 45
オ オ ハ～ コ 57 …45 66 30 71 29 76 48 80 49 79 48 89 56 80 56 77 i53

ヒ 力1' ン ′ド ナ 767 30 72 35 79 43 80 40 85 43 85 50 89 63 72 43 78 45
セイタカアワダチソウ 63 34 67 35 70 41 80 46 80 39 79 42 82 45 75 43 65 48

F, o) 7ド キ II46 63 59 L63 66 .70 85 t74 79 79 83 179 90 79 87 78 86 77
シ タ1. 48 49 63 l38 74 53 69 65 75 59 85 80 94 81 86 72 79 壬71
ヒ ソ 15 13 17 6 ll 6 22 9 16 ll 17 8 22 9 13 7 20 8

･
182
･



表 5 身近な動植物の居住環境別知名度 (男子) (数字は%)校種 小 学 校 中 学 校

学 年 1 年 2 年 3 年 4 年 5年 6 年 1 年 2 年 3 年

居 住 環 境 帝 響 帝 鷲 寿 鷲 寿 鷲 寿 響 寿 鷲 # 鷲 寿 雫 寿 削
人 数 106 65 116 128 146 93 124 125 136 140 139 170 137 268 127 286 133 263

iI動一 物f ア ケ1' JtI !65 65 91 86 82 67 94 86 82 79 91 86 78 82 86 87 85 l80

シオ力ラトンホ'' 15 ll 33 47 25 40 52 43 36 46 43 61 33 42 50 60 42 49
サ ワ カナ こ 4 8 16 20 16 12 21 26 20 30 37 34 37 46 38 58 46 64
トノサマ力ヾ エ)'シ 25 14 38 23 60 35 60 35 49 36 56 36 57 30 59 46 49 52
アメリカサ'1リカナニ 16 12 41 46 38 44 51 46 48 34 48 42 51 41 50 52 54 54

ミ ン ミ ンセ､､ミ 4 ll 4 17 8 115 17 12 7 14 12 25 13 12 13 23 ll 24

ミヤマクワが一夕 … 3 ! o13 19 19 4 37 ll 19 13 26 22 23 宅11 40 19 31 29
'キ リ キ't リ ス 8 12 66 i48 16 …23 22 19 10 14 20 24 9 21 27 32 23 42
ア サ リ ! 3 9 28 29 25 26 32 38 32 33 47 64 39 57 56 67 59 78
ム ラ サ キ ウニ 3 00 3 1 00 5 0 2 1 2 2 1 0 1 2 1
カ メ ノ テ 4 3 2 - 3 5 3 5 6 1 1 4 3 1 1 5 7 6 6
フ ナ ム シ 4 12 9 ll r4 13 23 35 13 25 29 54 30 49 64 74 54 79

妻植物 レ ン ケ1' 54 28 66 19 66 13 81 ll 73 9 74 14 80 13 84 25 80 29

ク ロ ー JtIJ 40 9 42 16 33 13 40 ll 35 ll 45 18 45 14 65 19 61225

カラスノエンド ウ I 5 9 17 5 16 14 23 5 13 ll 41 15 31 19 50 12 26 i14
タ ン ホ○ ホ○ 87 75 97 85 97 86 97 88 99 88 99 90 97 82 98 87 97 90
オオイヌノフグヾ リ 000 1 3 1 10 1 ll 0ll 1 7 1 24 1 14 2

オ オ ハ'､ コ 6 ll 3 1 1 2 10 3 2 2 14 4 ll 3 31 12 17 ll

ヒ カ ヾ ン 11やナ i21 2 33 5 29 113 65 28 63 35 70 25 52 16 85 120 68 30
セイタカアワダチソウ 12 0 9 9 15 ll 19 13 34 2 36 9 23 5 39 8 44 ll

ツ )111 キ 7 15 19 21 23 20 38 34 37 26 45 45 45 l36 76 62 71 I65
シ タ､ー 3 0 4 3 4 3 10 6 7 6 19 36 65 52 76 67 62 74
ヒ シ 00 1 0 2 0 6 0 4 0 8 0 6 ‡ o16 018 0



表 6 身近な動植物の居住環境別知名度 (女子 ) (数字は%)技毒 小 学 校 中 学 校

学 年 1年 2年 3 年 4 年 5 年 6 年 1年 2年 3 年

居 住 環 境^ & 1a 鷲 寿 響 帝 響 寿 鷲 S 響 寿 響 a 鷲 寿 響 葬 響110 67 126 112 143 123 88 136 122 140 149 169 140 280 126 297 148 146

i動物 ア ケ1' ハ 63 57 94 73 77 69 94 80 87 77 89 85 82 72 89 79 82 75

シ才力ラトンホヾ 18 6 21 21 23 25 31 22 17 22 29 38 22 14 28 24 24 12
サ ワ カナ ニ 1 3 10 7 5 7 9 10 9 ll 17 15 14 17 13 17 25 24
トノサマカ'1エル 16 16 27 6 28 19 25 13 30 9 34 10 20 6 25 10 32 19
アメ7)カサやT)カ1tニ 5 1 25 31 22 29 16 15 25 14 20 14 18 13 25 12 24ー14
ミ ン ミ ンセナミ 4 9 4 6 3 7 8 9 2 8 6 ll 4 1 3 5 4 3
ミヤマクワ力やタ 00 2 3 1 2 6 1 0 1 5 2 1 0 9 0 5 1
キ Tj キナ 7) ス 7 3 45 31 10 ll 8 6 6 4 8 10 0 6 5 4 ll 9
ア サ リ 5 21 40l29 29 28 25 38 42 52 52 56 39 54 55 56 69 75
ム ラ サ キ ウニlO0 2 1 1 ー1 1 1 0 1 0 1 01 00 1 0
カ メ ノ テ 4 0 2 2 4 3 1 1 4 2 2 1 2 1 0 2 3 1
フ ナ ム シ 4 0 2 7 4 7 8 15 6 ll 13 21 10 19 45 33 36 48

植物 レ ン ケヾ 王75 34 94 34 90 37 95 29 96 35 96 34 97 39 99 54 95 60

ク ローIド j58 24 66 34 69 37 76 39 73 52 83 57 87 46 94 55 89 63
カラスノエンド ウ 22 10 27 13 46 20 43 13 39 25 64 34 61 16 63 25 50 25
タ ン ホ○ ホ○ 94 90 99 91 99 93 99 96 99 93 99 97 99 96 98 97 100 98
オオイヌノフグヾ リ 1 1 2 5 13 6 36 1 28 1 32 5 32 4 48 5 40 5
オ オ ハナ コ ll 9 13 3 6 5 17 6 5 4 23 12 21 6 44 ll 36 14
ヒ 力■ ン 11ナナ 34 4 42 10 52 33 88 52 88 53 85 47 76 39 95 46 90 56
セイタカアワタチソウ 22 1 29 ll 26 15 30 10 45 6 35 15 31 9 54 16 66 14
ツ ハtt キ ll 22 41 37 50 53 76 66 66 68 74. 74 77 71 96 84 92 90
シ タ寸 1 0 5 38 3 5 6 6 6 28 36 76 56 86 71 74 68
ヒ シ 2 0 1 0 1 0104 16 0 5 0 1 1 16 0
ア オ サ 000100001 000 2 0 6 0 3 1



蓑 7 身 近 な 動 植 物 の 知 名 度 (調 査 対 象 全 体 ) (数 字 は % )

接 種 与 小 学 校 中 学 校 順葦毒i 学 年 …1年 生 F2年 生 3年 生 4年 生 j5年 生 6年 生 1年 生 2年 生 13年 生
427 567 604 566 636 722 825 836 690 5870

i ア 11､ 7i 63.4 86.4 75.0 89.4 82.4 87.8 78.2 84.3 l 80.0 74.1

l lIL 動 I物 シ才力ラトン打 15.9 30.2 28.3 37.8 ; 30,3 42.7 27.6 40.7 34.3 32.9

サ ワ 方 ､' ニ 3.3 ll.6 7.6 15.2 16.0 23.3 31.2 33.7 43.8 22.4
トノサマが エル 18.5 22.0 34.8 35.3 32.4 32.3 24.8 31.9 40.1 31.3
アメリカサナリが こ 8.7 34.0 33.8 32.3 28.8 30.1 29.1 33.4 39.3 30.8
ミンミンセナミ 5.4 8.5 7.3 ll.i 8.0 13.0 7.2 12.3 12.9 9.8
ミヤマクワが タ 0.7 7.9 6.5 13.8 9.0 14.3 7.4 13.5 18.4 10.7
キ リ キナ T)ス 8.9 47.6 15.2 14.5 8.0 15.0 10.4 16.7 24.5 l 17.8

ア サ リ 14.1 30.0 28.5 35.7 40.6 56.9 49.6 59.7 71.6 45.6

ムラサキウニ I. 0.9 1.2 0.7 1.4 0.6 1..0 0.8 0.5 0.9 0.9
カ メ ノ テ Z 2.3 2.8 3.5 3.2 2.0 3.6 1.6 3.7 4.5 2.9

フ ナ ム シ 1 5.4 7.8 7.3 22.6 14.8 30.1 28.7 53.8 58.4 l28.2

Il､植物i ; レ ン ケヾ ■ 56.2 57.1 61.3 56.4 56.9 56.9 47.0 55.6 59.6 ! 56.0

ク ロ ー )1､1 35.6 37.6 t 42.2 42.2 42.8 51.9 42.4 50.3 53.6 45.1

カラスノエンド ウ 3.5 3.4 12.■9 8.0 7.9 26.0 16.8 19.3 17.1 ! 13.9
タ ン ホ○ ホ○ 87.8 93.7 94.5 94.9 94.2 96.4 92.1 94.0 95.1 93.9
オオイヌノブクナTJ 0.5 1.8 5.3 ll.3 9.4 10.5 8.1 13.2 13.2 8.8

オ オ )11'コ 9.1 4.8 3.6 8.0 3.0- ll.9 8.4 20.0 18.0 10.2 l
ヒ が ン ′ド ナ 16.9 18.5 31.1 53.5 57.2 54.6 40.1 50.6 55.8 l 43.9
セイタカアワタ'1チリウ 9.6 13.8 19.2 20.7 18.6 23.3 13.6 25.2 29.7 19.4
ツ n'' キ 12.2 25.9 37.7 51.4 45.8 59.4 56.4 76.8 77.1 52.5

シ タヾ 0.9 4.1 4.3 8.1 5.8 31.6 59.9 74.6 71.7 33.8
ヒ シ 0.5 0.4 0.8 1.6 1.7 3.0 1.9 3.0 6.7 2.4



表 8 身近な動植物の居住環境別理解度 (男子) ('数字は%)校謹 小 学 校 中 学 校

* * 11年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 1 年 2 年 3 年

居 住 環 境 薫 響 帝 鷲 a 鷲 a 響 寿 響 寿 響 S 鷲 ■寿 鷲 S 鷲
人 数 106 65 116 128 146 93 124 125 136 140 139 170 137 268 127 286 133 263

E卜動狗 ア ケヾ ハ 39l32 72 56 60 47 73 74 60 62 77 72 64 66 70l66 68 60

シ才力ラトンホ十 i 81 8 26 39 21 31 48 33 31 32 38 47 30 38 37 50 38 40
サ ワ カヾ こ 3 5 lOilS 14S11 19 24 18 22 34 31 36 40 35 52 44 57
トノサマカt'エル 22 14 33 21 56 34 60 31 48 35 54 35 56 30 56 45 47 49
アメT)カサ■7)が､ニ 9 5 30 27 32 29 43 38 38 28 37 37 46 34 48 44 48 44
ミ ン ミ ンセナミ ! 3 9 3 16 8 15 17 12 7 1_4 12 24 13 12 13 23 ll 22
.ミヤマクワカナタ i l 0 5 10 13 2 28 10 15 8 19 17 17 9 24 12 26l21
キ TJ キナ Tj ス 8 ll 49 38 16 20 21 17 10 12 18 20 9 19 21 29 21 36
ア サ リ l l 3 16 20 20 19 26 27 26 26 43 55 37 48 54 64 55 71
ム ラ サ キ ウニ 3 00 2 1 00 5 0 2 1 1 2 1 0 1 2 1
カ メ ノ テ 2f 2 1 3 5 3 5 5 1l 1 4 3 4 1 4 7 5 5
フ ナ ム シ ! 3 6 9 8 10 10 15 30 12ー19 29 49 27 45 50 70 50 70

l楢事物 レ ン ケ't【34 20 52 10 58 6 77 9 65 8 66 9 73 8 79 18 75 16

グ ロ - ∩+ 21f 6 26 8 21 4 22 8 20 6 21 10 25 8 30 10 36 14
カラスノエンド ウ 3 5 12 3 ll 8 19 2 9 6 32 8 20 6 20 8 21 lll
タ ン ホ○ ホ○ 59149 76 62 77 68 81 68 77 69 86 81 86 62 90 73 86 72.

lオオイヌノブク.リ 1 0 1 1 3 1 8 1 9 0 9 1 8 1 12 1 13 1
一才 オ ′ド コ 5 8 2 1 1 1 7 3 1 2 14 4 ll 3 13f10 15 9
ヒ カ1t ン Jド ナ Ll 2 17 1 14 3 47 16 51 13 54 7 40 7 51 ll 53 10
セイタカアワダチソウ 8 0 9 7 14 10 18 13 34 2 35 8 22 5 34 7 42 10l
ツ ′ド キ 3 0 6 2 2 3 12 6 10 6 10 9 16 8 25 10 29 lll
シ タヾ ) 2 0 1 2 2 2 7 5 6 5 19 32 61 45 55 58 57 65
ヒ シ 00 1 0 1 05 04 08 0 6.015 0161 0



表 9 身近な動植物の居住環境別理解度 (女子 ) (数字は%)

l 接 種 小 学校 中 学 校
学 年 1年 2 年 3 年 4年5年 6年 1年 2年 3 年

居 住 環 境 尋常帝 響 a 響帝鷲 S 鷲 薫鷲S響寿 響 帝 鷲
人 数 1106712611214312388136122140149169140l280126297148146

動lI主物 ア ケ't )1 40337960 62 507462 66646766655179606152

シオカラトンホ't 13320 13 192127 15 16 172333 18 ll 241722 9
サ ワ 力÷ ニ 0 3 6 3 4 586 71014 14 12 15121625.l20
トノサマカナエル i12 1323 6 2618231229931 9 20 625 93018
アメリカサヾ リ力十二 3 01714 1415ll919914 9 15 7187179
ミ ン ミ ンセヾ ミ 4 9 4 6 4 789285ll 413 5 43
ミヤマクワが､タ 0 0 2 1 1 1110151 103 0 21

lキ ソ キヾ リ ス 5 1382510 98564 771[5 5 4 ll 5
ア サ リ ! 4 122818242019353343 44 503450 54 53 66171
ム ラ サ キ ウニ 0 021010101 0l101 0010
カ メ ノ テ 2 022･4 31132 1 121 0131
フ ナ ム シ ! l 014 3371057 10 158t15 37-2726ll34

王植棉J レ ン ケ+. 56 2274l'24 80 2690209029 89 298929 95 3886!46

ク ロ ー J了 33 164118 41 2043254329 50 345220 52 33 6036
カラスノエンド ウ 12 3178 33 123173016 46 265312 49 204217
タ ン ホ○ ホ○ 68518069 84 719080 88 77 84 828880 92 858982
オオイヌノフクヾ リ 102 5 12 4 31 1 25 1 30 7 40 5 47 6 396
オ オ lIt'コ 8310 2 5 516 4 5 4 20ll21639ll3112
ヒ 力ナ ン 八ナナ 20129 4 41126923 73 187025691782187627
セイタカアワダチソウ 16 1 28 lI 9 23 3288 42 63413318541464ー12
ツ Jt.' キ 4 0 10 512820ll 14 18191819933 193420
シ タ■■ 0 0 244214 66263767148796171162

lヒ シ 0 0 001010316 0 503 012 0
7 才 サ 0 0 Oio0000100 0 203 0 3 1



2･レーダーチャー トでみる′J､中学生の

身近な動植物とのふれ合い
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2-1 小学生男子における動物 とのふれ合い 一農村地域 と都市地域の比較 -

l年生男子 4年生男子

子十 -I -_lT二 二 '1--ニー二 手 -→

三 - I__二 一-十 重=-I:--:_≡ :二

一 農村地域 ････静市地域

2年生男子

一農村地域 ･-･-都市地域

5年生男子

‡ 与 : I L_-:-=至 , _== ----I-_I_==I -_I _--I-I;=臣 I

一 農村地域 ･･･一都市地域

3年生男子

一 農村地域 .･･一･着市地域

6年生男子

‡ 三 一三 三

一 農村地域 ･･1-都市地域 一農村地域 ････静市地域

小学校男子にういて身近な動物それぞれとのふれ合い経験をみると､居住環境にかかわらず1年生

から3年生にかけて徐々に増加する傾向が認められる｡

動物の生息地別I三みると､フナムシ､カメノテ､ムラサキウニなど海岸動物とのふれ合いが少ない｡

一方､アゲハ､シオカラトンボなどほとんどの陸上生物では､6年生段階ではぽ90%の者が何らか

のかたちでこれらの動物にふれている｡
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2-2 小学生女子における動物 とのふれ合い 一農村地域 と都市地域の比較 -

1年生女子 4年生女子

三 十 I-== --; -1==l ===: -I -_i_I I

一 員村地域 ･-I-都市地域

2年生女子

一 農村地域 ･-･･都市地域

5年生女子

=I ---LI --=ii臣 -_II=: -::_:-I-I -1== -=----I三

一 腰村地域 ･････都市地域

3年生女子

一 農村地域 ･･-1辞市地域

6年生女子

議 転 監 - 莱

一 農村地域 ･･-･都市地域 一 農村地域･一･･都市地域

男子のふれ合い経験の割合の高さに比べ､女子は低い傾向が認められる｡また､どの学年において

も農村地域に比べ都市地域がやや下回る傾向が認められるものの､著しい差とはいえない｡
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2-3 小学生男子における植物 とのふれ合い 一農村地域 と都市地域の比較 -

1年生男子

レ ン ゲ
ク ロ ー バ

カラスノエンドウ

ア オ tJ,ヽ
＼

ヒ シ′､ ＼

4年生男子

レ ン ゲ
ク ロ ー パ

カラスノエ:ノドゥ

ソ タ

セイタカアワタチソウくtF

タ ン ポ ポ シ タ

オオイヌノフクリ ッ パ キ <

オ パ コ
ヒガンバナ

ー 農村地域 ･････都市地域

2年生男子

セイタカアワダチソウ{

タ ン 7Te 7F

rイヌノフグリ

＼甘 オ パ コ

一 農村地域 ･･･一･都市地域

5年生男子

一 農村地域 ･--1辞市地域

3年生男子

ヒガンバナ

ー 農村地域 -･･一都市地域

一 農村地域 ･･一･･都市地域

6年生男子

- 農村鳩域 -･･一都市地域

レンゲ､クローバなど12種類の植物それぞれについて､さわった経験のある小学校男子の割合を

示した｡農村地域と都市地域の差が明瞭に認められ､農村地域の男子に比べ都市地域の男子の経験率

は著しく低い｡なお､タンポポ､ツバキ､シダ､アオサなどは4-6年生の地域差は小さくなってい

る｡また､農村地域の男子の経験率は､同地域の女子に比べると低い｡
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2-4 小学生女子における植物 とのふれ合い 一農村地域 と都市地域の比較 -

1先生女子

ヒガンバナ

- 農村地域 ･-.･都市地域

2年生女子

4年生女子

- 農村地域 ･･一･･都市地域

5年生女子

三 二二 I- I-_-I___:: i -:L:毒-it-; ≡

一 農村地域 ････都市地域

.3年生女子

一 農村地域 -･葡!市地域

一 農村地域 ････都市地域

6年生女子

ヒガIJパナ

一 農村地域 ･-辞市場域

タンポポは､居住環境にかかわらずどの学年でも90%以上の女子がふれ合い経験をもっており､

最もなじみのある植物と言えよう｡

農村地域の女子は､アオサ､ヒシなど海辺や水辺の植物とのふれ合いが少ないものの､他の植物とは

よく親しんでいる｡

都市地域の女子では､レンゲ､ヒガンバナなど人里植物とのふれ合いが少ない｡
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2-5 中学生男女における動物 とのふれ合い -農村地域 と都市地域の比較 -

1年生男子 1年生女子

=l I -7=T=:-I-: -== -=-----三

一農村地域 =一一辞市地域

2年生男子

-J村地域 ･-･･都市地域

2年生女子

三 t=i=-: I-== --; 三

- 農村地域 ･･-･･都市地域

3年生男子

一 農村地域 .･･･一軒市地域

3年生女子

‡ ≒ ‡ -∴ 三

一 員村地域 ･･･-一静市地域 - Jt村地域 ･-･･一都市地域

アゲハやシオカラトンボなど12種類の身近な動物それぞれについて､今までにつかまえたりさわ

ったりした経験をもっている者の削合をレーダーチャー トに表したものである｡図は､中学校 1-3

年生についてみたものである｡男子と女子を比べると､全体的には男子のほうが女子よりも動物に多

く接している傾向が琵められる｡フナムシ､カメノテなど海岸動物とのふれ合いは､他の陸上生物に

比べ､男女ともに少ない｡女子では､海岸動物を除くと､ トノサマガェルに対する直接経験が少ない

のが特徴的である｡

居住環境による差をみると､男子ではその差はほとんど認められない｡女子では､シオカラトンボ

やアメリカザリガニなどで農村地域が都市地域をやや上回る傾向が認められるもののその差はわずか

である｡
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2-6 中学生男女における植物 とのふれ合い -農村地域 と都市地域の比較-

l年生男子 l年生女子

三 =-二二二二 二_-I__三

一 農村地域 ･-･･審市地域

2年生男子

一 農村地域 .･･･都市地域

2年生女子

三 二二1-- こ_-i__三

- 農村地域 ･-訂市地域

3年生男子

- 農村地域 1-一･着市地域

3年生女子

三 =-二二 二 =-_I__三

- 農村地域 ････都市地域 一 農村地域 一･.･都市地域

レンゲ､クローバーなど12種類の身近な植物それぞれについて､今までにつかまえたりさわった

りした経験をもっている者の割合をレーダーチャートに表したものである｡図は､動物と同様に中学

校 1-3年生についてみたものである｡植物では動物の場合と異なり､居住環境の違いによる差が明

瞭に認められ､農村地域の男女のふれ合い経験の方が都市地域のそれを大きく上回っている｡ また､

男女では女子が男子を上回り､その違いは明瞭に認められる｡.居住環境にかかわらず男女ともによく

触れている植物は､タンポポ､アオサのみである｡

都市地域の男子では､左京-の動物の場合に比べ植物とのふれ合いが著 しく少なく､これは興味関心

が低いことを裏付けるものであろうか｡
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3.レーダーチャー トでみる小中学生の

身近な動植物名の知名度と理解度
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3-1 小学生男子 (農村地域) における動物の知名度 と理解度

農村地 域 4年生男子

- ‡8名産

･･･理解度

■ ■

農村地域 2年生男子
農村地域 5年生男子

農村地域 3年生男子 農村地域 6年生男子

〕 三 -=----:I-=≒

農村地域の男子について､動物の知名度と理解度を比較したものである｡図から明らかなように､

知名度と理解度の差はわずかである｡これは､標準名を知っている者は､その生息環境をもよく知っ

ていることを示している｡12種類の動物のうち全学年を通じて知名度が高いのは､アゲハである｡

2年生でキリギリスの知名度が高いのは､単元 ｢むしさがLJの学習効果であろう｡
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3-2 小学生女子 (農村地域) における動物の知名度と理解度

農村地域 1年生女子 農村地域 4年生女子

一 知名度

･･一一理解度

=1 --i I-賢: -1=-I::i1-1== -=----:I-==I

集村地域 2年生女子 集書棚 5年生女子

‡ 三 _i-_I-: -_== -=---三

集村地域3年生女子 農村地域 6年生女子

‡ -:iii I --=L;il---I-I --三 三

農村地域の小学校女子について､動物名の知名度と理解度を比較した｡アゲハ以外の知名度は､著し

く低い｡アサリの知名度､理解度は小学校高学年で高くなる傾向が認められる｡各種ごとの知名度と

理解度の差は､さほど大きくはない｡
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3-3 小学生男子 (都市地域) における動物の知名度と理解度

都市地域 l年生男子
都市地域4年生男子

一 知名度

･･･理解度

訂市地域 2年生男子
都市地域 5年生男子

野市地域 3年生男子
都市地域 6年生男子

≒ ‡ ∴ 二三

都市地域の男子について､動物名の知名度と理解度を比較したものである｡アゲハは､農村地域と

同様に低学年から知名度､理解度ともに高率である｡海岸動物であるフナムシの知名度､理解度は､

6年生で約50%に連しているものの､カメノテ､ムラサキウニのそれは､著しく低い｡
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3-4 小学生女子 (都市地域) における動物の知名度と理解度

都市地域 l年生女子
都市地域 4年生女子

- 知名度

････理解度

≒ 三 三 ‡ ∴ 三

都市地域 2年生女子 都市地域 5年生女子

≒ 1-== -=; 三 三

辞市地域3年生女子
都市地域 6年生女子

≒ 転 ;-I-_: --:I=:-I-I--1== --三 三

′都市地域の小学校女子について､動物の知名度と理解度を比較したものである｡小学校 1年生で知

名度が50%をこえているのはアゲハのみで､他は著しく低い｡その他の学年でも同様の傾向が認め

られるが､アサリの知名度は高学年で高くなる傾向が認められる｡各種ごとの知名度と理解度の差は､

さほど大きくはない｡
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3-5 中学生男子 (農村･都市)における動物の知名度と理解度

<農村地域>

農村地域 l年生男子

農村地域 2年生男子

農村地域 3年生男子

<都市地域> _ 知名度

･･･-理解度

野市地域 1年生男子

郡市地域 2 年 生 男 子

都市地域 3年生男子

農村地域と都市地域の中学校男子について､動物の知名度と理解度を比較したものである｡中学校

3年生についてみると､シオカラ トンボ､サワガこ､キリギリス､アサリ､フナムシなどは都市地域

の知名度､理解度の方が農村地域のそれをやや上回る傾向が認められる｡各種ごとの知名度と理解度

の差は､さほど大き̀くはない｡
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3-6 中学生女子 (農村･都市)における動物の知名度と理解度

<農村地域>

農村地域 1年生女子

<都市地域> 一 知名度

････理解度

都市地域 1年生女子

∴ 一･

農村地域 2年生女子 都市地域 2年生女子

三 =:-----_ill--そ=i=-:--== ------:I-=I ≒

農村地域 3年生女子 都市地 域 3年生女子

‡ 主三 三 ‡

中学校女子における動物名の知名度と理解度を､居住環境別にみたものである｡各学年ごとに両地

域を比べると､両者の傾向はよく似ており明瞭な地域差は認められない｡アゲハ､アサリの知名度､

理解度は高いものの､他の動物のそれは著しく低い｡男子に比べて知名度も理解度も低い点が注目さ

れる｡各種ごとの知名度と理解度の差は､さほど大きくはない｡
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3-7 小学生男子 (農村地域) における植物の知名度と理解度

農村地域 l年生男子

レ ン ゲ

､､j ク い バ.) カラスノエンドウ

シ タ

I.ソ バ キ

セイタカアワタデノウ

シ タ

農村地域 4年生男子

レ ン ゲ

ア オ tJ-～

二 ∴ --二

タ ン ポ ポ iJ タ

オ オ /て コ

農村地域 2年生男子

レ ン ゲ
ク ロ ー パ

.) カラスノエンドウ

ッ バ キイ イ

/

セイタカアワタチソウ{

A/ク ロ ~ バ

一 知名度

････理解度

カラスノ工:ノドゥ

ッ バ キ <パ

セ イ タカ ア ワ ダチ ソ ウ

ヒガンバナ

農村地域 5年生男子

レ ン ゲ
ア オ tl.

タ ン ポ ポ iJ タ

＼･､ く～､ ォォィ又ノフクリ＼,

農村地域 :3年生男子

レ ン ゲ
ク ロ ー パ

カラスノエンドウ

I.I)バ キ<

セイタカアワダチソウ

タ ン ポ ポ

,,J 〆 カラスノエンドウ

ツ バ キ

セイタカアワダチソウ

タ ン ポ ポ シ タ

タ ン ポ ポ

＼く㌦ ォォィヌノフグリ

し
オ オ バ コ

農村地域 6年生男子

レ ン ゲ
､ク ロ ー /て

yノ カラスノエンドウ

ツ バ キ<

セ.タカアワタチソウ/~
ヒガンバナ

タ 1･ ポ ポ

農村地域の小学校男子について､それぞれの植物の知名度と理解度を学年ごとにみた｡レンゲ､タ

ンポポ､ヒガンバナは全学年にわたって高いが､特に4-6年生にかけて高くなる傾向が認められる｡

オオイヌノフグリ､オオバコが低率なのは､農村地域であることからみると意外である｡植物の場合

も動物と同様に､知名度と理解度の差は小さく､名前を知っているものはそれが生えている場所をも

正しく知っていることが明らかになった｡
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3-8 小学生女子 (農村地域) における植物の知名度 と理解度

農村地域 1年生女子

農村地域 2年生女子

農村地域 3年生女子

農村地域 4年生女子

- 知名度

･-･-理朗鹿

農村地域 5年生女子

- 植物名の定着度 ･･-･-租物名の理解度

農村地域 6年生女子

農村地域の小学校女子について､植物の知名度と理解度を比較した｡レンゲ､クローバ､ヒガンバ

ナなどの知名度は高いものの､オオイヌノフグリ､オオバコが低いのは意外である｡ツバキは､知名

度と理解度との差が著しく大きいのが特徴的であるが､クローバ､カラスノエンドウでも同様の傾向

が認められるのは､やや意外である｡
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3-9 小学生男子 (都市地域) における植物の知名度と理解度

都市地域 1年生男子

都市地域 2年生男子

都市地域 4年生男子

ヒガンバナ

一 知名度

･････理解度

都市地域 5年生男子

都 市地域 3年生男子

レ ン ゲ
ク tコ ー バ

.Jlカラスノ工:ノドゥ

シ タ

セイタカアワダチソウ

タ ン ポ ポ シ タ

都市地域 6年生男子

レ ン ゲ
ク ロ ー パ

〆 .>カラスノエンドウ

･y Ji S <

セイタカアワダチソウ

タ ン ポ ポ

㌔ 二 gJJIJ; ノブクリ
ヒガンバナ

都市地域の男子について､植物の知名度と理解度を比較したものであるが､農村地域のそれに比べ

著しく低率であり､50%をこえているのはタンポポのみである｡
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3-10 小学生女子 (都市地域) における植物の知名度と理解度

都市地域 l年生女子

郡市地域 2年生女子

都市地域 3年生女子

都市地域 4年生女子

一 知名度

･･一理解度

都市地域 5年生女子

都市地域 S年生女子

都市地域の小学校女子について､植物の知名度と理解度を比較したものである｡タンポポの知名度､

理解度は1年生から80%以上の高率であるものの､レンゲ､クローバー､カラスノエンドウ､ヒガ

ンバナなどでは農村地域のそれに比べ､著しく低い債である｡
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3-11 中学生男子 (農村･都市 )における植物の知名度と理解度

<農村地域>

農村地域 1年生男子

JM地域 2年生男子

農村地域 3年生男子

ヒガンバナ

<都市地域>

都市地域 1年生男子

一 知名度

･一･･理解度

都市地域 2年生男子

都市地域 3年生男子

中学校男子について植物の知名度､理解度を居住環境別に示したものである｡農村地域に比べ都市

地域の男子の植物名の知名度は､著しく低いものの､タンポポが都市地域の男子においても低学年か

ら高率なのは､セイヨウタンポポの分布の特性によるものであろう｡シダの知名度､理解度が中学校

になって高率になるのは､中学校 1年生の単元 ｢植物とその生活｣の学習効果である｡知名度と理解

度の差が両地域ともに大きい植物は､ツバキである｡農村地域の2年生では､クローバ､カラスノエ

ンドウ､ヒガンバナなどでも大きな差が認められる｡
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3-12 中学生女子 (農村･都市)における植物の知名度と理解度

<農村地域>

農村地域 1年生女子

<都市地域>

都市地域 1年生女子

ヒカンパナ

一 知名度

I-理解度

農村地域 2年生女子
訂市地域 2年生女子

三 二二 二 =-_-i___三

農村地域 3年生女子 野市地域 3年生女子

中学校女子における植物の知名度､理解度を居住環境別にみたものである｡全体的にみると､都市

地域の女子の知名度は､農村地域のそれに比べかなり低い傾向を示している｡個々の植物についてみ

ると:タンポポ､ツバキ､シダは地域差にかかわりなく高い知名度､理解度を示しているものの､都

市地域ではレンゲ､ヒガンバナなどで著しく低い値を示している｡カラスノエンドウ､オオイヌノフ

グリ､オオバコなども都市地域の方が低い｡クローバ､ツバキは居住環境にかかわらず知名度と理解

度の差が大きい｡都市地域の女子では､ヒガンバナでも大きな差が認められる｡
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4.身近な動植物に対する直接経験と間接経験
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4-1 身近な動物に対する直接経験と間接経験

<直接経験>

ア ゲ ハ

率

率

率

百

▲18

3ZI

29

18

ta

48

39

2ta

J8

8

88

38

2ta

!8

8

L舶

92I

湖

7ta

68

令 5eI

率
48

38

-2B

i8

切

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

シオ71ラトI./ボ

i i- 3 4 5 6 7 e 9

学年

サワガニ

.,一三 十二= == L-/:了二?～_-
...--/-- ～-/′一′■●-

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

トノウマ刀工JL.

/ 一一 二フ二二 二:丁一二二
/ / .___-- ノ

./
■■●

.∴V; ･･;<一 ･/ - /I･/･＼

へ ′ヽ ′へ
ー･/. ''･＼1･ニ_

′ヽ ､ Iヽ,

1 2: 3 4 5 6 7 8 9

学年

冒

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 郡市男子
･-- 欝市女子

- 農村男手
一一 農相女子
一 一一 静市男子
I--一 節市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 軒市男子
-一一一 節市女子

- 農村男手
--･ 農村女子
一 一一 軒市男子
一一目 許市女子

ほ耳

9ta

l30

7ta

60

令 50

率
48

38

2匂

Z8

X

1邸

9a

gta

7屯

百 68

分 58

率
▲XI

3d

20

28

ta

rlTa

Ska

EE

7匂

百 68

分 58

率

率

40

3L21

28

王8

ta

1̀8

三唱

20

!8

8

<間接経験>

ア ゲ ハ

二 二 二三一TIT --::::-:-I :-≡

ヽ
I:Z▼

I rと ,3 4 5 6 7 8 9

学年

シオカラトンボ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

サワnlニ

､> ＼ - へ ､､ノ･′ ＼
一ヽ一■___
ーーー- ー ､＼

､ニ ー-.こ こ :: 1 7

､●一一一＼▲ヨ■コ ノ

-ヽ一一▼､一一一ヽ
､ ー_→′

I.Fid

t 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

トノサマガエル

1 2 三: 4 5 6 7 8 9

学年

それぞれの動物について､つかまえたりさわったりした経験者 (直接経験)の比率 (左側)と春で

調べたことがある者 (間接経験)の比率 (右側)を示したものである｡

直接経験は学年とともにゆるやかな上昇傾向を示しているのに対し､間接経験は減少する傾向を示

している｡

サワガこ､ トノサマガエルでは､男子の方が直接経験､間接経験ともに多く､男女差が明瞭に認め

られる｡女子にとってカェルは､不快動物的印象を与えているのかも知れない｡
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- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 節市男子
---一 軒石女~子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 訂市男子
--一 欝市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 都市男子
-一一一 野市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一･ 古市男子
I-目 許市女子



<直接経験>

アメリカザリガニ

率

率

率

育

48

3La

28

I8

め

一49

32)

la匂

18

8

118

:;旭

20

Z8

a

teEl

主材

93

7匂

68

分 SQ

率
48

≡:姻

28

L8

冗

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミンミンゼミ

一一- 一プ = =ニ丁-亡でこさき 二
＼ -- 1ィ .ノ､ 一一一 ･へノ ＼ ～-~I

._ / -/ / ′へ- ノ で 一一一一一一一
_ 一 一 -･一■ ､一 一 ､■′ ､一一一一一

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミヤマクワガ･タ

//
/ //一一一･･･････一J

.一へ◆ ｢､-

′.一 ､.､二 了 一一̀

ヽヽ-_一一_.●

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

キリギリス

′′一一- 一P っ く二 二k <′~､･･-_-/′

∠二､

､〆 ＼､ //一･､､ ノノー -･
--I -/ ■一㌧.

コ:i.

1 2 ?, 4 5 8 7 8 9

学年

- 農村男子
一一 農村女子
一一一書F市男子
---軒市女子

- 農村男子
-- 農村女子
一 一一 軒市男子
--1一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一･ 静市男子
--- 訂市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 軒市男子
--一 節市女子

鋤

鍋

胡

Ⅶ

開

閉

相

調

胡

柑

e9

百

分

率

育

TeE)

E3l

E『

78

68

令 58

率

冒

118

巨互

28

!8

也

h3E
≦柑

EE

7切

68

ラ‡ 58

率
48

3g

2La

Z8

0

＼

/

<間接経験>

アメリカザリガニ

二 二 二 二二
′ヽヽヽ

l､ヽヽヽ
■ヽヽ.

､､,--.､＼､-■､
､＼-ノ′ ､__一一一一-I_･/ー

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

ミンミンゼミ

三 ‡ -I::-: -, ｣ ,_

ヽヽ
_一･･･一･･､-- ･--ヽ

､ ＼

､●J-ヽこ-I--～.--

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミヤマクワガタ

く シ こ ~ ●､､三一 .

__二㍍/一一へ､＼.-一一一1.､
■iF

ヽ､_一一､人

＼ 一一 =>ぺ ⊂

､.__一′

1 2 9 4 5 6 7 8 9

学年

キリギリス

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

- 農村男手
一一 農村女子
一 一･ 野市男子
--- 宙市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -一 野市男子
=-1 訂市女子

- 農村男子一一農村女子
一一･野市男子
--ll辞市女子

- 農村男手
-一 農付女子
一 日 辞市男子
I-- 訂市女子

いずれの動物においても､男子の方が女子より直接経験が豊富で､それらについて本でもよく調べ

ている｡間接経験は学年と一ともに減少する傾向が認められる｡
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<直接経験>

ア サ リ

J-;_I----f:誓 ギ*:≒一~-I_′
/.∫

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 都市男子
-目 許市女子

冒

Let)

Ska

匡E

Inn

68

令 58

<間接経験>

ア サ リ

- 農村男子
-一 農相女子
- 一一 野市男子
-- 爵市女子

率
4E)

38

2位

18

8

指㌢r

93

胡

7ta

百 88

分 58

率

育

▲泊

3g

28

Z8

1

H弛

9ZI

ljL3

7匂

68

分 58

率
1̀8

3La

20

Z8

8

leE)

9a

aa

てta

百 68

分 58

率
▲拍

38

28

78

8

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 節市男子
I-- 都市女子

- 農村男手
一一 集村女子
一 一一 軒市男子
-- 欝市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- 1一 軒市男子
--一 部市女子

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

ムラウキウニ

;ヽ 一-_}_-1-
二つゝ 五二- 三千ニニ
ー7-7＼一㌧-/ ･t-I-I---h･.こ∵:::メ-ヽ-■■

1 2 '3 4 5 6 7 8 9

学年

カメノテ

/～-_･._

こく =7,,,_/,_F.=干~｢一十′~~＼′-/ 一､一

一一.11㌧ ー rL一 ､ -､
/ -- ､ノ ~､､-

~ヽ 一. ′ ノ
･･ニーヽ -一.__ -′

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

フナムシ

17/言
TF~三-こ~こ>

く f ;へ こニ/′ -

･二 ､一 _.ノ ー へ

iZIiZ!

J､-～ -.ー1-I-ノ､し _･-･' -･･一一′ヽ~■

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

率

育

48

38

20

28
冗

臼貯i

9a

ミ姐

7也

68

令 50

率

率

48

3d

20

18

珍

上略

:ヨ8

2B

18

0

- 農村男子
-- 農村女子
- 一･ 野市男子
-一一一 野市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 辞市男子
---1 訂市女子

- 農村男子
一一農村女子
--1幹市男子
-･一･辞市女子

I､:ト〆 ∵ 王 ヽ ここ ン -L_-J,-.,
ー~-て-I--rJJ}i

-? ＼
′′へ し
二･･･ノ ヾ ･

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

ムラウキウニ

iiiii!B!

r--:I-tlr:撫 一 一 __
-､上 =:-ヾ 一 ･､. -

ー--~､二㌧一･Jン ::

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

カメ･ノテ

簿 主祭 ミ諾
~■lヽ-■■--

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

フナムシ

＼ ./＼

ii 遍 璽 璽 竪 璽 E E コ､-ヽ 三千二∵二 二､_二･一二■T/>一一■L･･･一一｢ど-■一一ゝ､---､ーl一一-
1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

海の動物で直接経験が最も多いのはアサリのみで､他のムラサキウニ､カメノテ､フナムシは少な

い傾向が認められる｡本で調べた経験 (間接経験)も海の動物では少なく､学年とともに減少する傾

向が認められる｡ムラサキウニ､カメノテ､フナムシをつかまえたりさわったりした経験は､男女差

がやや認められる｡
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<直接経験>

オオイヌノフブリ
l舶

92)

く拍

7ta

百 88

分 58

串
▲18

38

28

28

0

′′ノ
､___･.._′

ヽ ヽ､///
＼ヽ

′′ヽr/ lbt
一 一一･■′ -_一←-/∫

//∫/二ヽ t ./ L＼ ､､＼.
一ヽ一､_ノ

＼_ _- 一一一㌧
一･･･■■一一一- -- --■■一日_

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

オオバコ

- 農村男子
一一 農村女子
一 一･ 辞市男子
---一 軒市女子

(舵

弓栂

-3LZI

てta

百 68

分 58

率
49

38

29

78

0

<間接経験>

オオイヌノフクリ

1 2 3 LI 5 6 7 8 9

学年

オオバコ

- 農村男子
一一 農村女子
- -一 着F市男子
‥-一 群市女子

育

[αl

≦材

三伯

7匂

60

令 58

辛

冒

40

38

28

28

8

nBj]

Ska

EE

7也

68

令 58

率

冒

48

38

28

!8

8

lαI

SXa

胡

7匂

6Q

分 58

率
48

二;娼

28

I8

8

ノーヽ,.T･ iZq
一一1-T′ 一一一P≡:iiii

′ーノ′/

~J //＼ /

′/･/∫一′

､ヽヽ -ヽ-1一･'/

､ヽ ー __/

/～-㌔_′一一一

メ- -～P 一一･- .へ ＼

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ヒ71-ンバナ

ー一＼

-}-I--言1-:~ニト ､-;I-I
/

ー_ ′亡ヾ~ ､_,一一一･-JJ一一∴上-′~一､一一一･･--､.-I-I/ ＼-__.
./

_/

/

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

セイタカアワダチソウ

I,I:,- ｡ - -<二二-一二＼ヽ
/_ヽ､

･Jゾ -､J -･J--T:･̂-1∴" ,".･'/
､-一､一/

1 '2: 3 4 5 6 7 8 9

学年

- 農村男手
一一 農村女子
一 一一 野市男子
--一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 宙市男子
-- 辞市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 静市男子
--一 軒市女子

I舶

9a

鋤

て匂

百 68

分 58

率
48

38

20

18

0

LeE)

ga

9巧

Tta
百 66

分 58

箪
1̀8

3tZI

28

78

ta

ミ苛 等 声 和 義 か 亡 隷

＼､､

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ヒガンバナ

■一一一一､~~ ■ヽ
丁:IIl=:_-AIこ:

i::'tt_:童 で丁､_一一一････■~

- -へ ､_ノ

1 2 3 4 5 6 78 9

学年

セイタカアワダチソウ

二二 - ニ ー----:-;:_lT-
I i ･ 3 4 5 6 789

学年

- 農村男手
一一 農村女子
- -1 静市男子
--一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
-一･ 都市男子
-一一一 野市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -一 軒市男子
--- 静市女子

ヒガンバナ､セイタカアワダチソウに対する直接経験は､居住環境の違いによる差が明瞭に認めら

れる｡ヒガンバナが生えているのは､田園の畦や土手などであるし､セイタカアワダチソウは郊外に

多く分布している｡本調査の対象となった地域のうち都市地域では､これらの分布はわずかであるこ

とから､植物とのふれ合い経験は､居住地にそれらが分布しているかどうかと密接な関連があるもの

と考えられる｡
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<直接経験>

ツ パ キ

トE司

弘

IBO

Tta

盲 68

分 58

率
48

38

eta

78

め

川舟

SXa

a2I

てら

百 68

分 5B

率
▲相

38

20

418

8

rlFユ

93

三伯

7ta

百 68

分 58

率
泊̀

aJ

aa

78

8

feB

90

93

7q

百 68

分 58

率

/ ､→ __
′ヽ ､ヽ /･一

′ ･ヽ･/I----一一一一一--.____′
_′′■

.一′

W ,),,- 二 二 一

二p-q-1L--l■一一一
′一′

･/ .//' ＼ _- --一一一
ノ

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

=J ･O-

/-:;之;_'7 ､ 一′,--､′一一ノ′イキー- 二㌧
.,//トー･一･一一一ノ',I// 一､一 一一

., / .1′二二:I
･シ/~.,:了/､･､､∴/

_ノノ

l ;: 3 4 5 6 7 8 9

学年

ヒ ≡ノ

二 ≡ 二 二jA～Tt､.__- 一 ､ 一

__=一二･lー___I--I-･~~､､･､･--I-一･一1---
1 2 :; 4 5 6 7 8 9

学年

7 才 ウ

一■一■
〆ア貫きテ

′僻 三 ′′,

/

d8

::吋

aa

i8

8

克',-;

1 2 '3 4 5 6 7 8 9

学年

率

秦

48

38

29

!8

8

48

3d

20

i8

9

- 農村男手
-一 農村女子
一 一･ 辞市男子
･-- 野市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -- 野市男子
--一 軒市女子

- 農村男子
-一 農村セ■子
- 1･ 軒市男子
--一 都市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -一 軒市男子
日日 箭市女子

<間接経験>

ツ パ キ

{~一二二二二二三云二｢′-
1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

シ ･t3'

- 二二㌢--:-,I-r=7-:一一-=二三
1 2 3 4 5 6 7 $ 9

学年

ヒ シ

く 三 三≡ 三 ≧ さ細

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ア 才 サ

)尋 等 1> ○ } 八

一- 二一二二 一一-∴T>云警 ･ーへ:_･/

1 2 三! 4 5 6 7 8 g

学年

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 静市男子
---一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 野市男子
--一 辞市女子

- 農村男手
一一･ 農村女子
- 一･ 辞市男子
-～-･ 古市女子

- 農村男子
一一 農村~女子
- -一 都市男子
--目 許市女子

ツバキに対する直接経験は､女子の方に多く､男女差が明瞭に認められる｡シダに対する直接経験

は農村地域の方がやや上回る傾向が認められるものの､全体的には経験率は高い｡シダについて本で

調べた経験は中学校 1年生で上昇しているが､これは単元 ｢植物とその生括 ｣の影響と考えられる｡
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5.身近な動植物の知名度と理解度の学年別傾向
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5-1 折れ線グラフでみる動植物の知名度 と理解度の学年別傾向

leE)r

<知名度>

ア サ 八

一＼ - 農村男子
-一 農村女.千
一 一1 都市男子
--一 都市女子

<理解度>

ア ゲ ハ

髄

甜

48

胡

甜

柑

C?

知
名
度

舶

湖

朝

Ⅷ

髄

馳

相

調

劫

柑

切

知
名
度

館

珊

瑚

Ⅶ

珊

瑚
48

胡

劫

柑

CS'

知
名
度

舶

細

湖

Ⅷ

館

甜

相

調

胡

柑

◎

■

知
名
度

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

シオカラトンボ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

サワカニ

t=il/了/-/7｣/
,グ て〆 -J一･:-ぺ一二-〆L

2,/,I,-一一ヾ::,･一一一一一/ 一

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

トノサマガエル

/ ′/｢ ｢＼＼＼ - /

_.--~＼
＼＼
_ゝ く

′′-■

′′
/ /～ -- 一一~∵T ､_J

･て ‥,/,i/一一 ㌧-/~ ＼ーノ
lJ■ .㌔

､---一一ヽ 一■′■

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

- 農村男子
-一 農村女子
一 一･ 野市男子
--一 事市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 野市男子
--- 辞市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 辞市男子
-一一 野市女子

◆†

L館

93

臣耳

7u

68

解 58

虎

鹿

48

38

lab

18

8

7＼､二J' ､･

/■ヽ
--1一二:二:;---I:---一千二ヽ-yTt

1 2 3 4 5 6 7 8 9
学年

シ才71ラトン7R

40

36

28

78

0

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

サワカニ

_一′
巳;ilT'

/

</ITf:_･_-_-:;二 二

/ __./一一二一二 ご二･/ I

1 2: 3 4 5 6 7 8 9

学年

トノサマガエル

′了へ＼/-~~=ゝ/~/へ･-･･/I_一二一･-･/i-,:二二一ニー,::,/'二
､､一一一l←■

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

それぞれの動物について､知名度 (左側)と理解度 (右側)の学年別傾向を居住環境別､男女別に

示したものである｡詳細は本文参照｡
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- 農村男子
一一･ 農村女子
- -･ 都市男子
一一一一 都市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -一 軒市男子
-一一･ 辞市女子

- 田tq男子
--･ 田色女子
- 1･ 静市男子
--一 都市女子

- 農村男子
一一 農村女子
- -･ 夢市男子
･--一 野市女子



<知名度>

アメリカザリガニ

幽

初

潮

Ⅷ

印

Ⅶ

48

湖

劫

柑
8

知
名
度

舶

朝

潮

Ⅷ

銅

鯛

48

胡

細

川

8

知
名
度

朗

朝

鯛

Ⅷ

餌

鯛

48

胡

甜

柑

8

知
名
度

00

珊

瑚

Ⅶ

舘

鯛

48

胡

胡

柑

◎

知
名
度

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミンミンゼミ

/､＼･/
二二二一~-｢--三:2f/?.->J/■:;i
_ヽ_一~1234 5 6789

学年

ミヤマウワガタ

.′/ ､/ _一ヽ._I-__tL_一一/_∴?/へ＼/ハk//I/>了ノ,.ノ＼/＼ _/ _ヽ_′､_ノー､-､
1 2 ,ii 456789学年

キリギリス

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学 年

虎
48

3万

28

78
K

- 農村男手
一一 農相女子
一 一･ 都市男子
--一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一･ 静市男子
--一 都市女子

- 農村男子
一一 集村女■子
一 一･ 訂市男子
日日 野市女子

- 射 守男千
一一 農村女子
一 一一 都市男子
---1 野市女子
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LeK9

93

三相

7切

理 鯛

解 58

÷

度

虎

40

38

eta

‡8
也

48

三崎

28

78

也

48

38

2t3

18

防

- 農村男子
一一 農村女子
一 一一 節市男子
--- 静市女子

- 農村男子
一一一 農村女子
一 一･ 都市男子
-=- 野市女子

- 農村男子
-一･ 農村女子
一 一･ 野市男子
一一-一 軒市女子

<理解度>

アメリカザリガニ

/(,E =J ･'-T 4 十

＼､一′■

/､-､__一一一一一 一-~■._J

,tI･′ ､… ~-----~一一------

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミンミンゼミ

/へ･ /- 一一

≦ 二村 空士=
1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ミヤマウワカタ

ノ つ ご - こ 一 つ＼ .′ _ノ

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

キリギリス

1 2 3 4 5 6 7 9 9

学年

- 農村男子
一一 集村女子
- -一 軒市男子
-1一 群市女子



館

湖

胡

Ⅶ

舘
Ⅶ

48

湖

劫

柑

C9

知
名
度

朗

報

細

Ⅷ

鯛
珊

相

調

細

川

e
?

知
名
度

船

鯛

鋤

Ⅷ

舘
S
!

48

胡

F
,

Q～

8

知
名
度

舶

胡

甜

Ⅶ

鯛

馳

48
胡

知
名
度

/.

- 農 村 男 子

一一 農 干す女 子

一 一･ 都 市 男 子

--一 都 市 女 子

<知名度>

ア サ リ

/̂ .{'杏::Y∴f/(/ヾ＼〉/
這 去芦J:I′ヽl＼

6

二

5

斡

鮒

4

ム

{
1

JJへこ
7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

カメノテ

1 2' 3 4 5 6

学年

フナムシ

･､~＼-J
′

ノへ

ご 二 二 二 二

8 9

_.′

lEi

/

･1′へ ＼

/ ,,:,:･･三
~･＼/ノ/J ,'･

1 2 三三 4 5 6 7 8 9

学年

手
子子子

男女男女

澗
盟
価

- 農村男子
一一 農村女.千
一一･野市男子
日日野市女子

- 農村男子

一一 農村女子

--一部市男子
-= 夢市女子
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Lea

9a

'30

78

閉

切

40

頚

劫

理

解

度

虎

<理解度>

ア サ リ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

カメノテ

48

二≡切

eta

78

8

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

フナムシ

1 三･ 3 4 5 6 7 8 9

学年

- 農 村 男 手

一一 農 村 女 子

一 一･ 野 市 男 子

=一一 辞 市 女 子

- 農 村 男 子

一一 農 村 女 子

一 一一 野 市 男 子

---1 静 市 女 子

- 農村男子一一･農村女子一一･辞市男子---1訂市女子

- 農 村 男 子

一一 ･ 農 村 女 子

- -一 軒 市 男 子

･-- 宙 市 女 子



<知名度>

舶

瀬

棚

Ⅷ

館

田

畑

胡

劫

柑

0

知

名

度

舶

湖

細

Ⅶ

館

細

4

知

名

度

30

20

!8

0

飽

湖

湖

Ⅶ

閉切

相

知

甜

柑

C9

知

名

度

′一一一一一一
/′

′ / /

/′- - /

///

_-■■ヽ
＼.

＼ .

レ ン ゲ

I_-__-一一一一へ-､

/へ＼J -′

農 村 男 子

- 一 農 村 女 子

.′-へ＼ - - 野 市 男 子

-- 一 軒 市 女 子

∫/

､一､- -J -----/

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

クローパ I5Plメ一′ - 農 村 男 子一･一一 農 村 女 子

一 一一 軒 市 男 子

1--･ 静 市 女 子

′--I-､一 _J 一へ一一一

I i' 3 4 5 8 7 8 9

学年

カラスノエンドウ

′~-__._へ/ ､ヽ
′

-:_+ I:_l-

′.′ー_I′ -′/

ノ■一一一一~＼/･､､一一~
1 2 3 4 5 6 7 $ 9

学年

･PI.J7t(7K

1 2 3 4 5 8 7 $ 9

学年

- 農村男手
一一 農村女子
--一軒市男子
---一野市女子

守

Leゅ

93

92)

7仏

器

解 50

虎

虎

座

理

40

38

20

28

8

48

33

20

18

0

48

臥

2B

柑

匂

L̀泊

≦材

a3

'柑

68

無 58

虞
40

30

2ta

18

0

<理解度>

レ ン ゲ

ノ､ - 農 村 男 子

/一一一 一一 一- '' ､ ヽ 一 一 農 村 女 子
/

EJノ′

′′′ /へ 一 /

′■

//
/

ノー一一一-.一一 一 ■■■

.I---1一一一~ヽ､
＼
＼一一･〉 一一一1- I----

一 一･ 静 市 男 子

へ 一日 一 軒 市 女 子

/､･-

1 2 9 4 5 6 7 8 9

学年

･クロー)ll.I

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

カラスノエンドウ

1 2･ 3 4 5 6 7 8 9

学年

･9ンポポ

,./>三二芹丁誓票ミー′一′
!{予-一･-'､＼.-･･'
//
′ノン′

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

- 農 村 男 子

- 一 農 村 女 子

一 一･ 野 市 男 子

･- 一 軒 市 女 子

- 農村男子
一一･農相子
一一･辞市男子
--一軒市女子

- 農村男子
一一 農相女子
-1･ 野市男子
--一 野市女子

それぞれの植物について､知名度 (左側)と理解度 (右側)の学年別傾向を居住環境別､男女別に

示したものである｡詳細は本文参照｡
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<知名度>

オオイヌノフ･クリ

㈲

湖
幼

Ⅷ

館

開

梱

詔

甜

-8

巧

知

名

度

舶

珊

瑚

相

成

Ⅶ

48

胡

劫

柑

¢

知

名

度

御

報
細

Ⅶ

舘

盟

相

羽

劫

18

8

知

名

度

1 2: 3 4 5 6 7 8 9

学年

オオバコ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ヒガンバナ

3 4 5 8 7 8 9
学年

セイタカアワダチソウ

御

鋤

鍋

Ⅶ

硯

馳

伯

劫

劫

柑

¢

知

名
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<理解度>

オオイヌノフグリ

〈､ .ヽ一一/

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

オオ)'Tコ

- 農村男手一一農村女子
一一･ 新市男子
-- 都市女子

- 農 村 男 子

一 一 農 村 女 子

- 1一 軒 市 男子
-- 一 事 市 女 子

- J!村 男 手

一 一 農 村 女 子

一 一･ 欝 市 男 子

---1 静 市 女 子

-220-

1 2 3 LL 5 6 7 8 9

学年

ヒガンバナ
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

- 農 村 男 子

一 一 農 村 女 子

一 一･ 野 市 男子
- - 都 市 女 子

- 農村男子
一一･ 集村女子
--･ 野市男子
-- 辞市女子

- 農 村 男 子

- - ･ 農 村 女 子
一 一1 訂 市 男 子

- - 宙 市 女 子

- 農 村 男 子

一 一 農 村 女 子

- -一 節 市 男 子

---一 事 市 女 子
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ツ パ キ
舶
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潮

Ⅶ

珊

瑚

相

対

甜

柑

6
'

知
名
度

00

湘

鋤

Ⅶ
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48
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舵

湖

湖

Ⅶ

軸

組

48

却

詔

相

切

知
名
度

1 2 3 4 5 6

学年

-'･ タ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

ヒ シ

1 2- 3 L1 5 6 7 8 9

学年

ア 才 ウ

4 5 6 7 8 9

学年

- 農村男子
一一･ 農村女子
一 一･ 欝市男子
--一 軒市女子

- 農村男子
一一 農村女子
一 一1 野市男子
一一- 静市女子
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ツ バ キ

___一一--■一一一ユーー-

/

二 二 二f---･1-≡

1 2 3 4 5 6 7 8 9

学年

シ タ

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

ヒ シ

3 4 5 6 71 2

1 2 3 4 5 8 7 8 9

学年

- 農村男子
一一･ 農村女子
- -･ 堺市男子
I--一 部市女子

- 農村男子
一一 集村女子
- -･ 野市男子
=-- 古市女子

- 農村男子
一一･ 農村女子
一 一･ 野市男子
-日 欝市女子

- 農村男子
一一･ 農村女子
- -一 辞市男子
･-‥ 都市女子


